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熱戦！
８月６日～９日 愛顔つなぐえひめ国体

ハンドボール競技リハーサル大会　

※写真はゴールを狙う当市出身の武田有未選手

（関連記事22ページ）

愛顔つなぐえひめ国体愛顔つなぐえひめ国体
え がお



　

平
成
27
年
度
の
西
条
市
の
決

算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳

入
５
０
９
億
９
８
０
万
円
、
歳

出
４
７
６
億
８
３
１
０
万
円
で
、

差
し
引
き
32
億
２
６
７
０
万
円

の
剰
余
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し

た
事
業
に
充
て
る
た
め
の
財
源

３
２
０
６
万
円
を
除
い
た
実
質

収
支
は
、
31
億
９
４
６
４
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や

そ
の
概
要
は
、
別
記
の
と
お
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
ま
ち
づ
く
り
を
生
か
し
つ
つ
、

次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
む
「
ス

テ
ッ
プ
」
の
年
と
位
置
付
け
、

全
小
学
校
へ
の
電
子
黒
板
設
置

に
よ
る
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

や
、
防
災
通
信
シ
ス
テ
ム
整
備

に
よ
る
防
災
対
策
の
推
進
と
と

も
に
、
産
業
の
振
興
、
雇
用
の

創
出
な
ど
、
重
要
か
つ
緊
急
性

の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
、
財
政
規
律
を
守

り
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
で
築
く
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
、
「
市
民
総
参
加
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
基
本
姿
勢
と
し

な
が
ら
、
果
敢
に
市
政
運
営
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
度

決
算
報
告

市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問合せ

市庁舎本館３階　財政課

TEL0897－52－1314

　１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する

見積もりをまとめた「計画」のことです。

　実際の収支をまとめた「実績」に当たります。

平成27年度 一般会計 決算額

予算額　　514億2,589万円

歳　入　　509億　980万円

歳　出　　476億8,310万円

歳入歳出差引額（歳入－歳出）

　　　　　　　　　32億2,670万円…Ａ

平成28年度へ繰り越すべき財源

　　　　　　　　　　　3,206万円…Ｂ

実質収支額（Ａ－Ｂ）

　　　　　　　　　31億9,464万円

平成27年度の主な事業

決
算
の
ご
あ
い
さ
つ西条市長

青野　勝

▲市民活動支援センター

　整備事業

▲東予運動公園野球場改修

　事業（国体開催施設改修）

一般会計
　　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基

　本となる会計です。

特別会計
　　国民健康保険や介護保険など、一般会計と

　区分する必要がある特定事業の会計です。

企業会計
　　企業経営という観点から、独立して経理す

　る会計です。

▲小中学校ＩＣＴ教育推進

　事業

▲地域創生センター整備

　事業

2広報さいじょう　2016　 ９月号

※本文中の金額は１万円未満を四捨五入。市民１人当たりの計算は、平成28年３月31日現在の人口（111,799人）を基にしています。



一般会計　歳出 一般会計　歳入

　

市
税
は
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、

８
２
１
８
万
円
減
少
し
た
も
の
の
、
地

方
交
付
税
が
１
億
４
２
５
５
万
円
増
加

し
た
こ
と
か
ら
、
合
計
で
は
６
０
３
７

万
円
増
加
し
、
２
４
４
億
６
４
０
８
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
末
の
一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
前

年
度
か
ら
28
億
１
７
４
０
万
円
増
加
し
、
４
８
９
億

４
１
９
８
万
円
で
し
た
。
う
ち
３
２
６
億
円
は
国
の

財
政
支
援
（
地
方
交
付
税
措
置
）
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
の
実
質
的
な
負
担
額
は
１
６
３
億
円
と
な
り
、
前

年
度
か
ら
３
億
円
増
加
し
ま
し
た
。
実
質
的
負
担
額

は
、
５
年
間
で
は
52
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

市
債
残
高
（
一
般
会
計
）

市
税
・
地
方
交
付
税
収
入

【
過
去
５
年
間
の
状
況
】

【
過
去
５
年
間
の
状
況
】

市民１人当たりに使われたお金　426,507円 市民１人当たりの税負担　138,753円

平成27年度　決算報告
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※臨時財政対策債：借入金の100％が交付税で措置される地方債
※合併特例債：借入金の70％が交付税で措置される地方債

国
に
よ
る
財
政
支
援

（
地
方
交
付
税
措
置
）

市
の
実
質
的
な
負
担

（
合
併
特
例
債
以
外
に
地
方
交
付

　
税
措
置
の
あ
る
市
債
も
含
む
）

臨時財政対策債 合併特例債 その他

H23 H24 H25 H26 H27

422億円 433億円 444億円 461億円
489億円

215億円215億円

207億円207億円

163億円163億円

326億円326億円

500

400

300

200

100

0

（億円）

地方交付税 市税

H23 H24 H25 H26 H27

251億円

90
億円

161
億円

90
億円

158
億円

90
億円

161
億円

88
億円

156
億円

90
億円

155
億円

108
億円

182
億円
(127)

(55)

199
億円

248億円 251億円 244億円 245億円
250

200

150

100

50

0

（億円）

△52億円△52億円

市税
155億1,241万円
30.5％

市税
155億1,241万円
30.5％

地方交付税
89億5,167万円
17.6％

地方交付税
89億5,167万円
17.6％

市債
65億50万円
12.7％

市債
65億50万円
12.7％

国庫支出金
63億913万円
12.4％

国庫支出金
63億913万円
12.4％

県支出金
32億1,151万円
6.3％

県支出金
32億1,151万円
6.3％

繰越金
27億3,802万円
5.4％

繰越金
27億3,802万円
5.4％

その他
76億8,656万円
15.1％

その他
76億8,656万円
15.1％

民生費
166億4,632万円
34.9％

民生費
166億4,632万円
34.9％

総務費
80億983万円
16.8％

総務費
80億983万円
16.8％

土木費 52億2,488万円
10.9％
土木費 52億2,488万円
10.9％

教育費
50億9,445万円
10.7％

教育費
50億9,445万円
10.7％

公債費
42億3,062万円
8.9％

公債費
42億3,062万円
8.9％

衛生費
25億6,787万円
5.4％

衛生費
25億6,787万円
5.4％

その他
18億2,339万円 3.8％
その他
18億2,339万円 3.8％

消防費
20億4,574万円
4.3％

消防費
20億4,574万円
4.3％

農林水産業費
20億4,000万円 4.3％
農林水産業費
20億4,000万円 4.3％

固定資産税
74,710円
53.9％

固定資産税
74,710円
53.9％

市民税
54,132円
39.0％

市民税
54,132円
39.0％

市たばこ税
7,189円 5.2％

その他 2,722円 1.9％

福祉の充実
148,895円
34.9％

福祉の充実
148,895円
34.9％

市の運営
71,645円
16.8％

市の運営
71,645円
16.8％

道路・公園等の整備 46,735円 11.0％

教育・文化 45,568円 10.7％
市の借金返済 37,841円 8.8％
健康・衛生 22,969円 5.4％ 消防・防災 18,298円 4.3％

農林水産業
18,247円 4.3％

その他 16,309円 3.8％

476億
8,310万円

509億
980万円



　

災
害
な
ど
不
測
の
支
出
な
ど
に
備
え

る
た
め
の
積
立
金
（
財
政
調
整
基
金
）

は
、
前
年
度
か
ら
１
億
４
９
６
８
万
円

増
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
公
共
施
設

整
備
や
借
金
の
返
済
と
い
っ
た
将
来
の

財
政
運
営
に
活
用
す
る
た
め
の
積
立
金

（
特
定
目
的
基
金
）
な
ど
、
そ
の
他
基

金
の
残
高
は
前
年
度
か
ら
１
億
８
４
２

万
円
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
合

計
で
は
４
１
２
６
万
円
増
加
し
、
97
億

４
０
３
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

積
立
金
（
基
金
）
残
高

【
過
去
５
年
間
の
状
況
】

平成27年度 特別会計 決算額

平成27年度 企業会計 決算額

市の財産（市有物件）

市の借金（市債現在高）

平成27年度　決算報告

水道事業会計

収入（収益）

支出（費用）

差引（収入－支出）

8億5,421万円

8億3,858万円

1,563万円

病院事業会計

収入（収益）

支出（費用）

差引（収入－支出）

1億6,808万円

2億  308万円

△3,500万円
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その他基金 財政調整基金

H23 H24 H25 H26 H27

111億円

54
億円

57
億円

53
億円

53
億円

50
億円

56
億円

47
億円

50
億円

46
億円

51
億円

106億円 106億円
97億円 97億円

100

80

60

40

20

0

（億円）

会計区分 現在高

特別
会計
②

一般会計　① 489億4,198万円

1億　836万円

5億8,302万円

216億9,043万円

3,925万円

3億9,458万円

137万円

228億1,701万円

65億4,214万円

14億5,947万円

80億　161万円

797億6,060万円

介護保険

簡易水道事業

公共下水道事業

小規模下水道事業

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業

水道事業

病院事業

特別会計　計

企業会計　計

合計　①＋②＋③

企業
会計
③

国民健康保険 157億8,570万円 157億9,974万円 156億1,454万円 1億8,520万円

介護保険 103億5,912万円 105億7,293万円 102億7,022万円 3億　271万円

 うち介護保険事業勘定 102億8,451万円 104億1,282万円 102億 　65万円 2億1,217万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 7,461万円 1億6,011万円 6,957万円 9,054万円

簡易水道事業 1億1,603万円 1億　927万円 1億　927万円 0　円

公共下水道事業 36億7,904万円 33億8,660万円 33億8,265万円 395万円

小規模下水道事業 8,151万円 7,571万円 7,571万円 0　円

港湾上屋事業 575万円 573万円 553万円 20万円

ひうち地域振興整備事業 2億6,619万円 2億4,405万円 2億4,405万円

238万円 64万円 64万円 0　円

1億5,540万円 1億4,708万円 1億4,708万円 0　円

2,394万円 2,393万円 2,393万円 0　円

105万円 662万円 97万円 565万円

2,719万円 2,156万円 859万円 1,297万円

292万円 113万円 103万円 10万円

532万円

13億7,774万円

530万円 381万円 149万円

318億8,928万円 317億6,028万円 312億2,095万円 5億3,933万円

土地開発事業

小松地域交流事業

本谷温泉事業

住宅新築資金等貸付事業

畑地かん水事業

庄内財産区

13億5,999万円 13億3,293万円 2,706万円後期高齢者医療保険

壬生川財産区

合計

会計区分 予算額 歳入 歳出 差引（歳入－歳出）

土　　地

建　　物

基　　金

有価証券

出 資 金

債　　権

2,937万1,061平方メートル

53万9,304平方メートル

97億4,039万円

1,924万円

2億2,599万円

15億3,564万円



　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
西

条
地
区
推
進
委
員
会
が
、
市
内
の
中

学
生
を
対
象
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

西
条
東
中
学
校

○
非
行
や
犯
罪
か
ら
目
を
背
け
な
い

た
め
に　
　
　
　
　
　

岡
本　

陸

○
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
部
ひ
な
た

西
条
西
中
学
校

○
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
杏
香

○
明
る
い
未
来
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
志
真

西
条
南
中
学
校

○
会
っ
て
直
接
話
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
菜
月

○
明
る
い
未
来
へ
の
第
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
見
紗
弥
加

西
条
北
中
学
校

○
や
わ
ら
か
い
こ
こ
ろ　

四
宮
凜
果

○
あ
た
た
か
い
こ
と
ば　

福
田
結
菜

東
予
東
中
学
校

○
「
注
意
さ
れ
な
い
さ
み
し
さ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徳
田
樹
一

○
僕
の
選
択　
　
　
　
　

兵
頭
大
河

東
予
西
中
学
校

○
明
る
い
あ
い
さ
つ
で
明
る
い
未
来

を　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
は
る
か

○
心
の
ブ
レ
ー
キ　
　
　

膳　

泰
智

河
北
中
学
校

○
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
真
奈

○
私
の
一
歩　
　
　
　

森
川
は
る
な

丹
原
東
中
学
校

○
今
、
私
達
が
や
る
べ
き
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岩
琴
葉

○
明
る
い
社
会
の
か
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
村
望
愛

丹
原
西
中
学
校

○
私
が
こ
れ
か
ら
実
践
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
朋
花

○
「
私
が
思
う
よ
り
よ
い
社
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
岡
郁
海

小
松
中
学
校

○
非
行
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と　
　
　
　
　

桑
原
百
加

○
「
明
る
い
社
会
」
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我
栞
菜

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
新
館
１
階
広
報
広
聴
課
内

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　

西
条
地
区
推
進
委
員
会
事
務
局

　

℡
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
４
３

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
と
は

　

古
代
山
城
を
通
じ
て
文
化
財
の
保

護
意
識
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す

る
た
め
、
古
代
山
城
が
所
在
す
る
全

国
の
自
治
体
首
長
や
関
係
者
が
集
ま

り
、
意
見
交
換
や
地
域
住
民
と
の
交

流
を
図
っ
て
、
お
互
い
の
連
携
を
深

め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

古
代
山
城
は
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良

時
代
に
か
け
て
造
ら
れ
た
お
城
で
、

西
日
本
を
中
心
に
22
城
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
史
跡
・
永
納
山
城
跡
と
は

　

河
原
津
に
あ
る
永
納
山
城
跡
は
昭

和
52
（
１
９
７
７
）
年
に
発
見
さ
れ
、

以
降
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
お
よ
そ

１
３
０
０
年
前
の
７
世
紀
後
半
ご
ろ

の
築
城
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
は
城
壁
や
鍛
冶
炉
な

ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
日
本
に
数

少
な
い
貴
重
な
古
代
山
城
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
、
平
成
17
年
７
月
に
は

国
史
跡
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。▲西部頂上付近の石積み城壁

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
発
表
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第６回 古代山城サミット西条大会

９月30日㈮　 13時～18時15分
　自治体関係者による 自治体首長会議

10月１日㈯　９時～12時30分
　一般公開による 記念式典・シンポジウム
　　　　　　　　 会場：総合文化会館
　　　　　　　　 ※駐車場が限られていますので、なるべく
　　　　　　　　 　乗り合わせてお越しください。

問合せ：市庁舎新館４階　社会教育課内

　　　　古代山城サミット西条大会実行委員会事務局

　　　　TEL0897－52－1628

三芳祝太鼓オープニングセレモニー

９月30日開催の首長会議報告

楠河小学校の学習発表

シンポジウム

「永納山城の特色を活かした整備と活用」

次期開催地の伝統芸能披露　など

記念式典・シンポジウムの内容

写真：永納山城跡から望む石鎚山

永納山城跡
イメージキャラクター
「永納さん」



　

西
条
市
に
住
所
を
有
す
る
小
中
学
生
の
医

療
費
助
成
を
拡
充
し
、
平
成
28
年
10
月
診
療

分
か
ら
、
小
中
学
生
に
係
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

助
成
の
拡
充
内
容

外
来
に
お
け
る
拡
充

　

拡
充
前
＝
歯
科
外
来
の
み
助
成
対
象

　

拡
充
後
＝
全
て
の
外
来
受
診
が
助
成
対
象

入
院
に
お
け
る
拡
充

　

拡
充
前
＝
病
院
で
の
支
払
い
後
、
市
担
当

窓
口
に
て
払
い
戻
し
の
申
請
が

必
要
（
償
還
払
）

　

拡
充
後
＝
病
院
で
の
支
払
い
で
完
了
（
現

物
給
付
）

助
成
を
受
け
る
方
法

　

医
療
機
関
の
窓
口
に
て
「
こ
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
」
と
「
健
康
保
険
証
」
を
提
示
す

る
こ
と
で
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
小
中
学
生
が
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
や
、
通
常
診
療
時
間
外
に
２
次
救
急

病
院
・
在
宅
当
番
医
制
度
に
お
け
る
当
番
医

で
受
診
し
た
か
、
県
外
で
受
診
し
た
場
合
は
、

一
度
病
院
で
医
療
費
を
支
払
っ
た
後
、
領
収

書
な
ど
を
持
っ
て
、
市
担
当
窓
口
で
払
い
戻

し
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

救
急
医
療
体
制
維
持
の
た
め
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付
方
法

　

10
月
診
療
分
か
ら
の
医
療
費
助
成
に
必
要

な
「
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
」
は
、
次
の

方
法
で
交
付
し
ま
す
。

●
９
月
上
旬
の
時
点
で
、
す
で
に
小
中
学
生

の
歯
科
外
来
助
成
用
の
こ
ど
も
医
療
費
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
る
方

　

９
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し

ま
す
。
交
付
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

●
小
中
学
生
の
歯
科
外
来
助
成
用
の
こ
ど
も

医
療
費
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
方　

市
担
当
窓
口
で
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

○
助
成
対
象
の
お
子
さ
ん
の
健
康
保
険
証

○
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

○
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー

ド
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の

写
し
な
ど
、
保
護
者
と
助
成
対
象
の
お
子

さ
ん
の
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が

わ
か
る
も
の

注
意
事
項

○
す
で
に
「
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
」
ま
た
は
「
ひ
と
り
親
世
帯
等
医
療

費
受
給
者
証
」
を
持
っ
て
い
る
方
は
、
そ

ち
ら
が
優
先
す
る
た
め
、
こ
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
の
交
付
申
請
は
不
要
で
す
。

○
入
院
時
の
食
事
負
担
額
、
個
室
代
な
ど
医

療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
費
用
は
、
助
成

さ
れ
ま
せ
ん
。

申
請
先
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
１
階　

国
保
医
療
課

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
２

○
東
予
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

○
丹
原
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
０
０

○
小
松
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

　

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１

　

８
月
１
日
、
西
条
市
内
で
は
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
連
続
２
０
０
日
を
達
成
し
、
交
通
安

全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
愛
媛
県
本
部
長
（
県

知
事
）
か
ら
西
条
市
に
「
交
通
安
全
対
策
優

良
市
町
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
条
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
交

通
安
全
対
策
を
効
果
的
に
推
進
し
て
き
た
成

果
と
い
え
ま
す
が
、
県
内
で
は
７
月
20
日
～

29
日
の
10
日
間
で
５
件
の
交
通
死
亡
事
故
が

発
生
し
、
交
通
死
亡
事
故
多
発
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
子
ど
も
・
高
齢
者
を
交
通

事
故
か
ら
守
る
」「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
」
な
ど
の
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
５
階　

危
機
管
理
課

　
　
　
　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
３
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小
中
学
生
の
医
療
費
助
成
拡
充

平
成
28
年
10
月
診
療
分
か
ら
ス
タ
ー
ト

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

連
続
２
０
０
日
達
成
！

県内の交通事故発生状況
平成28年１月１日～７月31日

発生件数

愛媛県 西条市

死 者 数

傷 者 数

※（　）は前年比

2,536 件
（－467 件）

　 42人
（－５人）

3,024 人
（－491 人）

　242件
（－７件）

　 １人
（－４人）

　296人
（＋４人）



臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
？

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い
方
に
対
し
て
、

制
度
的
な
対
応
を
行
う
ま
で
の
間
の
、
暫
定

的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。

支
給
対
象

　

原
則
、
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
西
条

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成
28
年
度
市
民
税

（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
な
ど
は
、

支
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
平
成
28
年

度
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合

○
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い

る
場
合

支
給
額
（
１
回
の
み
支
給
）

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
と
は
？

　

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低

所
得
の
年
金
受
給
者
を
支
援
す
る
た
め
、
暫

定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
実
施
す
る
給

付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
）
で
、
今
回
の
申
請
受
付
は
、
所
得
の
低

い
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
を
対
象
と

し
た
も
の
で
す
。

支
給
対
象

　

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
対

象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
５
月
分
の
障
害
基

礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
。

　

た
だ
し
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
給
付
金

を
受
給
さ
れ
た
場
合
は
、
支
給
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

支
給
額
（
１
回
の
み
支
給
）

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

各
給
付
金
の
申
請
方
法

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
（
世
帯
）
に
、

申
請
書
（
請
求
書
）
と
案
内
チ
ラ
シ
を
８
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
書
が
届
い

た
ら
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

申
請
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
次
に
掲
げ
る
必
要
書
類
を
添
付
し

て
、
市
へ
郵
送
す
る
か
、
市
の
受
付
窓
口
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
（
申
請
書
に
添
付
）

○
支
給
対
象
者
全
員
分
の
運
転
免
許
証
ま
た

は
保
険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
（
本
人
確
認
書

類
）

○
給
付
金
を
受
け
取
る
口
座
の
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

申
請
期
間

　

平
成
28
年
９
月
１
日
㈭
～
平
成
29
年
２
月

28
日
㈫

注
意
事
項

○
申
請
受
付
後
、
支
給
の
可
否
を
審
査
し
ま

す
。

○
給
付
金
の
支
給
後
に
、
支
給
対
象
で
な
い

こ
と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
給
付
金
を
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
）
被
害
者
の
方
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
に

は
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
ほ
か
、
低
所
得
の
高
齢
者
向
け

給
付
金
が
あ
り
ま
す
。
低
所
得
の
高
齢
者

向
け
給
付
金
の
申
請
受
付
は
、
終
了
し
て

い
ま
す
。

○
給
付
金
を
よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐

欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
市
や
厚
生
労
働
省
の
職
員
が

電
話
や
訪
問
に
よ
っ
て
、
世
帯
構
成
や
銀

行
口
座
の
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会

す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

各
給
付
金
の
受
付
窓
口
・
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階

　

臨
時
福
祉
給
付
金
事
務
局

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

５
７
８
６

○
各
総
合
支
所

　

臨
時
福
祉
給
付
金
受
付
窓
口

　

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０
（
東
予
）

　

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

７
３
０
０
（
丹
原
）

　

℡
０
８
９
８

－

７
２

－

２
１
１
１
（
小
松
）

○
厚
生
労
働
省 

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０

－

０
３
７

－

１
９
２

　
　
　
　
（
オ
ー
！
み
な
い
い
き
ゅ
う
ふ
）
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平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
と

障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
申
請
受
付
を
開
始

申
請
期
間　

９
月
１
日
〜
平
成
29
年
２
月
28
日

給付金をかたる

振り込め詐欺・個人情報詐取に

ご注意ください！

不審な電話や郵便があったら
市や警察署、または

警察相談窓口電話 ♯9110 へ
ご連絡ください！

厚生労働省給付金キャラクター「カクニンジャ」



市長コラム 第44球

　年に一度、織姫と夏彦（彦星）が再会する七夕の日、西条市でも大きな連携

が前進しました。念願であった西条市で初めての大学拠点となる「愛媛大学地

域協働センター西条」が開設されたのです。キラ星のごとく輝く企業群と特徴

ある優秀な高校が存在する西条市ですが、その間に位置する大学などの高等教

育機関がないという寂しい現実もありました。そのため、市民が大学キャンパ

スや大学生の存在を身近に感じることができる松山市などの環境に比べ、西条市では高校と大学、そ

して、大学と企業の間に、天の川ともいうべき隔たりが存在していましたが、このセンターの開設に

より、それぞれをつなぐしっかりとした架け橋が生まれたように感じます。

　西条市と愛媛大学は、平成25年11月の連携協力協定締結を皮切りに、大学のセンター設置に向けた

取り組みを急ピッチで進めてきました。

　それから３年足らずの期間で開設に至ったのは、愛媛大学をはじめとする各機関の方々のご尽力の

賜物です。当センターには、羽藤堅治センター長を筆頭に、各学部、各研究科から16名もの兼任教員

を配置していただきました。西条市で継続した研究活動を行っていただいているなど、西条市に縁の

ある先生を中心に構成していただくご配慮もあり、心強く感じています。また、当日開催された記念

シンポジウムでは、仁科弘重理事・副学長以下10名の先生方が登壇され、これまでの西条市との関わ

りや今後の展望について講演いただきました。高大（高校と大学）連携活動、修士課程設置、産学官

（産業・高等教育研究機関・行政機関）連携、農業の６次産業化支援、広域観光と文化資源マネジメ

ントなどです。多様なテーマや大学院の設置など「夢」が膨らむ話ばかりです。

　今後、４月に新設された社会共創学部を中心に、愛媛大学の多くの学生が当センターを利用するこ

とになります。若者のにぎやかな声や豊かな感性で西条市を大い

に盛り上げてくれることでしょう。多様なフィールドで研究を進

めていただき、豊かな知見を身に付けてもらいたいと思います。

　七夕にちなんで願い事をするならば、その学生の皆さんには、

ぜひ西条市で就職していただき、西条市の発展のため、大いに活

躍していってもらいたいものです。天の川に架かる橋は一日です

が、今回できた架け橋は、今後末永く西条市を含む東予圏域の活

性化を力強く支えていってくれることでしょう。

愛媛大学地域協働センター西条開設

愛媛大学の大橋裕一学長と共に看板を上掲愛媛大学の大橋裕一学長と共に看板を上掲

「千の風になって」ゆかりのまちづくりを推進しています

手紙募集に 1,445 通！　連携市町とは「交流・協力」協定を締結
　市では今年３月から６月にかけて、第３回目となる「千の風になったあなたへ

贈る手紙」の募集を行い、海外を含め、全47都道府県から 1,445 通の応募があり

ました。前回の 1,340 通を上回る応募をいただき、ありがとうございました。

　今後は、１次・２次・最終にわたっての選考を行い、来年３月には表彰イベン

トを行う予定です。

　また、７月24日には北海道七飯町にて、「千の風になって」ゆかりのまちづく

りの連携市町である七飯町・新潟市・西条市で「千の風になって」交流・協力に

関する協定を締結しました。この協定は、既に連携協力しながら展開している各

種事業を今後さらに推進し、文化芸術の交流にとどまらず、より包括的な相互協

力に結びつけることを目的とするもので、「千の風になって」の訳詞・作曲家の

新井満さん立ち合いのもと、関係３市町の長による調印が行われました。

問合せ　市庁舎本館　総合政策課　TEL0897－52－1460 ▲北海道七飯町での協定締結

▲国内外から届いた多くの手紙

8広報さいじょう　2016　 ９月号



　丹原地区スポーツ推進委員協議会では、軽スポーツ

普及の一環として、子どもと大人が参加できる夏休み

期間の８月に、ドッヂビー大会を開催しています。本

大会は、毎年約150人が心地よい汗を流しています。

参加者からは「楽しくプレーできたので、また参加し

たい」などの声が多く、今年で３回目を迎えます。

　ドッヂビーとは、ドッヂボールで使うボールの代わ

りに安全に配慮したウレタン製のディスクを使うこと

で、誰でも簡単に楽しくプレーできる軽スポーツです。

　スポーツ推進委員は、軽スポーツの普及のため、気

軽に楽しめる体験教室などを行ったり、市スポーツ推

進委員協議会主催の「穂・浦・歩ＳＳウォーキング大

会」を開催・運営したりしています。また、市民総合

体育大会などの市主催スポーツ行事への協力も行うな

ど、幅広い活動を行っています。

　子どもたちにドッヂビーを通じて、スポーツをする

楽しさを知っても

らい、大人と一緒

に活動できる機会

を提供することで、

地域一体の元気な

まちになるように

盛り上げています。

みんなでスポーツ

を楽しもう！

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048小松総合支所

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　上市地区では７月16日に観念寺で、17日には宝林寺

で虫祈祷が行われま

した。虫祈祷は、虫

が多く発生する夏季

に、集落内の虫を外

へ追い出して豊作や

害虫除けを願う行事

です。

　観念寺では、上市

地区の10人余りが集

まりました。10時ご

ろから本堂で、参加者は輪になって鐘や太鼓の音に合

わせて念仏を唱えながら、約1,000個の玉がある大き

な数珠を一つ一つ繰って祈祷しました。皆さんは、心

を一つにして豊作や家内安全などを祈っていました。

最後に、住職による読経と、虫祈祷回向が読み上げら

れ、虫祈祷は終了しました。

　観念寺の波多野住職によると、虫祈祷は観念寺が禅

宗になる前の西暦1300年以前から行われていたであろ

うとのことです。虫祈祷回向を読誦することで、お釈

迦様や観念寺の鎮守の神様をはじめ、国内全てのやお

よろずの神々にお願いして、地域の豊作や家内安全、

病気退散などを願う仏事であるそうです。

　虫祈祷に参加した皆さんは気持ちも豊かになったよ

うで、すがすがしそうでした。

みんなでドッヂビーを楽しもう！
～丹原地区スポーツ推進委員協議会～

虫祈祷（むしきとう）
　　　　～上市の観念寺・宝林寺～

　

　梅雨空の広がる６月19日、小松小学校の５・６年生

が、田植え前の自然豊かな学校田でどろん子祭を楽し

みました。

　どろん子祭は、お

米ができる環境を身

近に感じ、田んぼに

親しむ中で仲間との

絆を深めることを目

的に、昨年から実施

しています。

　この日は、保護者

や外国人指導助手、市の国際交流員も参加。ぬかるん

だ田んぼの中、リレーや綱引き、サッカーなど、参加

者全員が駆け回ったり、スライディングしたりと全身

泥だらけになりながら、笑い声の絶えない楽しい時間

を過ごしていました。

　また、６月下旬にはこの田んぼで田植えを実施。ど

ろん子祭で田んぼに慣れ親しんだ子どもたちは、手際

よく苗を植えていました。秋に収穫するお米は交通安

全を呼びかける交通茶屋で配ったり、パットライスや

東日本大震災を忘れないように防災おにぎりを作った

りする活動などを計画しています。

　こんなすてきな活動ができるのも、子どもを地域の

宝として見守っていただいている地域の力があるから

ではないでしょうか。

田んぼde遊ぼ♪どろん子祭2016
　　～小松小学校　総合学習活動～

▲田んぼの中を駆け回ります

▲観念寺での虫祈祷の様子

▲昨年のドッヂビー大会の様子
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お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
19
日
㈪
は
敬
老
の
日

　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

●
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
・
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

該
当
者　

昭
和
16
年
12
月
31
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方

●
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す

　

９
月
１
日
現
在
、
満
75
歳
以
上

で
、
１
年
以
上
西
条
市
住
民
基
本

台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
に
、

長
寿
祝
金
３
０
０
０
円
を
お
届
け

し
ま
す
。

お
届
け
方
法

　

９
月
中
旬
以
降
、
民
生
児
童
委

員
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。
お

届
け
に
は
１
～
２
週
間
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

●
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階
高
齢
介
護
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

９
月
の
市
税
ご
よ
み

12�

日
㈪　

市
県
民
税
（
特
別
徴
収

分
）
８
月
分
の
納
期
限

20�

日
㈫　

国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
分
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収

分
）
第
２
期
分
の
督
促
状
の
発

送
30�

日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
３

期
分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分

の
納
期
限
、
市
県
民
税
（
特
別

徴
収
分
）
８
月
分
の
督
促
状
の

発
送

※�
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

口
座
振
替
利
用
者
は
、
納
期
限

日
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

保
育
所（
園
）の
保
育
料
を

９
月
分
か
ら
改
定
し
ま
す

　

９
月
改
定
後
の
新
保
育
料
は
、

９
月
上
旬
に
各
保
育
所
（
園
）
か

ら
通
知
す
る
予
定
で
す
。

新
保
育
料
の
対
象
期
間　

９
月
分

～
平
成
29
年
３
月
分

算
定
基
準　

平
成
28
年
度
市
民
税

の
所
得
割
額

算
定
の
対
象
者　

児
童
の
父
母
ま

た
は
扶
養
義
務
者

※�

保
護
者
の
収
入
が
生
活
保
護
基

準
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
世
帯

の
最
多
収
入
者
（
同
居
の
祖
父

母
な
ど
）
で
保
育
料
を
算
定
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階

　

子
育
て
支
援
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙

人
名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

　

新
た
に
登
録
さ
れ
る
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

新
規
登
録
者

　

平
成
28
年
９
月
１
日
現
在
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
平
成

28
年
６
月
22
日
か
ら
引
き
続
き
西

条
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
。

○�

平
成
10
年
７
月
12
日
～
９
月
２

日
に
生
ま
れ
た
方

○�

平
成
28
年
３
月
22
日
～
６
月
１

日
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
方

縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈯
～
７
日
㈬

　

８
時
30
分
～
17
時

縦
覧
場
所　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
３

【
お
詫
び
と
訂
正
】
広
報
さ
い
じ
ょ

う
平
成
28
年
８
月
号
７
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
「
栄
典
受
章
」
に
お
い
て
、
次

の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
正
）…

旭
日
単
光
章
中
路
義
定
氏

（
誤
）…

旭
日
双
光
章
中
路
義
定
氏
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問合せ　新居浜年金事務所　TEL0897－35－1300

国民年金保険料の収納業務などを民間委託しています
　日本年金機構では、国民年金保険料を納め忘れの方に対する電話・文

書・訪問などによる納付案内や、免除などの申請手続きの案内を、右の

民間事業者へ委託しています。

　委託事業者の担当者が電話で納付の案内を行う場合

は、お客さまの納付状況を確認しながら、厚生労働省

（日本年金機構）が発行する納付書により、最寄りの

金融機関やコンビニエンスストアなどで保険料を納め

ていただくよう依頼します。

　銀行の口座番号を指定し、ＡＴＭの操作によって保

険料の振り込みをお願いすることや、手数料を要求す

ること、年金手帳・年金証書・通帳・キャッシュカー

ドなどをお預かりすることは一切ありません。

振り込め詐欺などにご注意！

委託事業者：

　委託事業者の「納付督励員」が訪問して保険料をお

預かりする場合は、必ず身分証（納付督励員証明書）

を提示します。保険料をお預かりするのは、厚生労働

省（日本年金機構）が発行する納付書をお持ちの方に

限ります。

　納付書をお持ちでない方から保険料をお預かりする

ことは決してありません。お客さまの個人情報は厳格

に管理する措置が講じられていますので、ご安心くだ

さい。

㈱バックスグループ
TEL0120－987－927

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



９
月
20
日
～
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

●
野
犬
・
野
猫
に
は
餌
を
あ
げ
な

い
で
！

　

野
犬
・
野
猫
に
餌
を
や
る
と
、

糞
尿
の
害
な
ど
で
多
く
の
人
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
多
数

の
悲
し
い
犬
・
猫
を
生
み
出
し
ま

す
。
飼
う
意
思
が
な
い
と
き
は
餌

を
や
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

野
猫
に
避
妊
・
去
勢
を
行
い
、

地
域
住
民
が
一
定
の
ル
ー
ル
に
基

づ
き
飼
育
す
る
「
地
域
猫
活
動
」

は
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防

注
射
は
お
済
み
で
す
か

　

犬
の
飼
い
主
に
は
、
生
涯
に
１

度
の
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
紙
４
月

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
料
金

　

１
頭　

３
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
の
料
金

　

１
頭　

３
０
０
０
円

●
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

～
農
業
者
の
皆
さ
ん

　
老
後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
～

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
！

加
入
要
件

①�

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

※�

国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
保
険

料
月
額
４
０
０
円
）
へ
の
加
入

が
必
要
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　

①
か
ら
③
の
全
て
に
当
て
は
ま

れ
ば
、
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
、

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業

従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

〇�

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

〇�

公
的
年
金
な
の
で
税
制
上
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。

〇�

農
業
の
担
い
手
に
は
、
政
策
支

援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が

あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
必
要
な
方
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
３
階

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
２

○
各
総
合
支
所

　

市
農
業
委
員
会
分
室
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○市庁舎本館２階　下水道業務課　TEL0897－52－1224

○東予総合支所　　建設管理課　　TEL0898－64－2700

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です

ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店

以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過

料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。

■融資あっせん制度をご利用ください

　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき

30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、

工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内の下水道は約６万人の方が利用できますが、

その利用率は約93％となっており、まだ下水道に接続して

いない家屋があります。

　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接

続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、

下水道整備の効果が現れてきます。

　下水道が使えるようになった地域で、まだ接続していな

いご家庭は、１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は、良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保

全など、重要な役割を担っています。快適で住みよいまち

づくりのため、事業へのご理解とご協力をお願いします。

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む

と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の

増大につながります。下水道はみんなで使う公共の財産で

す。次のことに注意して、下水道を大切に使いましょう。

○排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。

○油は紙でふき取り、もえるごみで出す。

○月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　排水設備、水洗便所への改造などの相談にお答えします。

■日時・場所　●徳田公民館　９月９日㈮　10時～12時
　　　　　　　●大谷集会所　９月９日㈮　14時～16時

下水道相談所を開設します

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から

国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。

■募集部門・対象

○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門：小・中学生

○標語部門：資格制限なし

■応募期限　10月31日㈪
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者へ送付します。

　詳しくは、下水道業務課へお問い合わせください。

■主催　（公社）日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

下水道いろいろコンクール作品募集

問合せ

　飲食店の厨房からの排水には、下水管の詰まりや悪臭の

原因となる「油脂分」や「生ごみ」が多く含まれています。

管理を怠ると下水管が詰まり、お店の水回りが使えなくな

るだけでなく、近隣の皆さんも排水ができなくなる原因と

なります。グリーストラップの清掃など適正な管理を行っ

てください。

９月10日は「下水道の日」

●１日も早く下水道に接続しましょう！

●接続工事は必ず市の指定工事店で！

●下水道は正しく使用しましょう！

●グリーストラップは正しく維持管理！

■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



　平常時での空間放射線量データの蓄積を目的に、市では

市内８地点で空間放射線量を測定しています。

　７月度の測定の結果、いずれの地点においても異常値は

観測されませんでした。

■環境省が示す基準値　毎時0.23マイクロシーベルト

※測定場所の位置や過去の測定結果を市ホームページに掲載しています。

※測定頻度は年４回（４月、７月、10月、１月）。

■問合せ　市庁舎新館２階環境衛生課　TEL0897－52－1382 石鎚登山ロープウェイ山頂成就駅

小松総合支所

旧鞍瀬駐在所

丹原総合支所

楠河公民館

東予総合支所

飯岡公民館

うちぬき広場

測定場所 測定日 測定数値

毎時０.０８

毎時０.０８

毎時０.０８

毎時０.０８

毎時０.０７

毎時０.０７

毎時０.０７

毎時０.０４

14日

14日

14日

14日

14日

14日

14日

21日

■７月の空間放射線量測定結果　　 単位：マイクロシーベルト７月の空間放射線量測定結果

高
速
道
路
の
夜
間
通
行
止
め

●
松
山
自
動
車
道
　
松
山
IC
～
大

洲
IC

規
制
日
時　

９
月
５
日
㈪
～
９
日

㈮
、
９
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮　

20

時
～
翌
朝
６
時

う
回
路　

国
道
56
号
・
県
道
23
号

伊
予
川
内
線

●
今
治
小
松
自
動
車
道
　
今
治
湯

ノ
浦
IC
～
い
よ
小
松
IC

規
制
日
時　

10
月
３
日
㈪
～
７
日

㈮　

20
時
～
翌
朝
６
時

う
回
路　

国
道
11
号
・
１
９
６
号

●
松
山
自
動
車
道
　
大
洲
北
只
IC

～
西
予
宇
和
IC

規
制
日
時　

10
月
31
日
㈪
～
11
月

１
日
㈫　

20
時
～
翌
朝
６
時

う
回
路　

国
道
56
号

●
問
合
せ　

西
日
本
高
速
道
路
㈱

四
国
支
社
愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

℡
０
８
９

－

９
０
５

－

０
１
８
１

し
ま
な
み
海
道
の
通
行
止
め

　
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
ま
な
み

２
０
１
６
」
の
開
催
に
伴
い
、
一

部
区
間
が
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

通
行
止
め
時
間
内
の
四
国
～
本
州

間
の
通
行
は
、
瀬
戸
中
央
自
動
車

道
・
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
ま

た
は
フ
ェ
リ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
フ
ェ
リ
ー
の
ダ
イ
ヤ
な
ど

は
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
）

規
制
日
時　

10
月
30
日
㈰

　
　
　
　
　

６
時
～
11
時

区
間　

今
治
IC
～
生
口
島
北
IC

　
　
　
（
上
下
線
と
も
）

問
合
せ　

瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道

・
国
際
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
実
行

委
員
会
今
治
現
地
本
部

℡
０
８
９
８

－

２
３

－

２
５
５
９

URL�http://cycling-shim
anam

i.jp/

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

日
時　

９
月
24
日
㈯　

10
時
～

場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

内
容　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
障
が

い
者
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
の

運
動
会
。
当
日
参
加
で
き
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
１
階
社
会
福
祉
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

○
各
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課

問合せ　市庁舎新館３階
都市計画整備課　TEL0897－52－1238都市計画の変更が予定されています

①西条都市計画区域マスタープランの変更
　愛媛県が広域的な見地から、都市計画の基本的な方針を

定めるものです。現在の計画は平成21年１月に策定してい

ますが、「災害に強いまちづくり」などを進めるための見

直しを行います。

②西条市立地適正化計画の策定
　コンパクトなまちづくりを進めるため、居住や都市機能

の誘導、公共交通の充実に関する計画を策定します。

③特定用途制限地域の変更
　企業立地を促進し、一般工業地としての土地利用を図る

ため、㈱レクザム西条工場用地（パナソニックヘルスケア

㈱西条工場跡地）の土地利用規制を変更します。

④東部公園の追加
　新たに都市計画公園に追加します。

⑤丹原中央公園の区域の変更
　公園区域の変更を行います。

説明会を開催します

①・②・③について

　９月13日㈫　19時～　市庁舎本館５階大会議室
①・②について

　９月14日㈬　19時～　東予総合福祉センター２階会議室
④について

　９月15日㈭　19時～　市庁舎本館５階大会議室
⑤について

　９月20日㈫　19時～　丹原総合支所２階大会議室

公聴会を開催します

○９月29日㈭　19時～　市庁舎本館５階大会議室
※公聴会で公述を希望される方（西条市民・利害関係者に

　限る）は、担当課に問い合わせの上、公述申出書を９月

　23日㈮（必着）までに提出してください。公述申出書の
　提出がない場合は、公聴会は中止になります。傍聴予定

　の方は、開催の有無をご確認の上、お越しください。
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■西条市庁舎　　TEL0897－56－5151　　■東予総合支所　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所　TEL0898－68－7300　　■小松総合支所　TEL0898－72－2111 情報最前線



行事の日程・場所などは、変更になる場合があります。

日時 場所行事名

11日　9：30
しらさ山荘前～
町道瓶ヶ森線

第16回四国のてっぺん
酸欠マラソン大会

西条市ひうち長距離記録会

東予体育館

10日　8：00
11日　8：00

ひうち球場ほか
高松宮賜杯第60回全日本
軟式野球大会（Ⅰ部）
（国体リハーサル大会）

ひうち陸上競技場

総合体育館

11日　9：00 東予体育館
スポーツ少年団ミニバス
秋季大会

４日　8：00 市内体育施設
第12回西条市民
総合体育大会

11日　8：00
第８回西条市スポーツ
少年団交流大会
（バドミントン）

10日 17：30

窪田夕子
バスケットボール教室

22日 10：00

９月のスポーツカレンダー

▲ミニＳＬが大集合

老
人
福
祉
大
会

日
時　

９
月
30
日
㈮

　
　
　

９
時
30
分

場
所　

丹
原
文
化
会
館

内
容　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ
っ

た
方
へ
の
表
彰
や
金
婚
者
の
顕
彰
、

記
念
講
演
。

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

９
月
11
日
㈰

　
　
　

10
時
～
13
時

場
所　

フ
ジ
グ
ラ
ン
西
条
店

内
容　

心
肺
蘇
生
法
の
実
演
や
体

験
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
。

問
合
せ　

東
消
防
署

℡
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

Ｏ
ｎ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ

日
時　

９
月
11
日
㈰

　

10
時
～
15
時
（
荒
天
時
中
止
）

場
所

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
前
広
場

内
容　
「
身
体
と
心
に
栄
養
補

給
」
を
テ
ー
マ
に
、
無
農
薬
野
菜
、

天
然
酵
母
パ
ン
、
甘
酒
、
雑
貨
な

ど
、
市
内
外
の
約
20
店
が
大
集
合
。

問
合
せ  

自
然
と
い
っ
し
ょ
に
農

園　

い
た
だ
き
ま
す
。（
佐
々
木
）

℡
０
８
０

－

６
３
９
２

－

９
２
６
３

き
ぼ
う
秋
ま
つ
り

日
時　

10
月
８
日
㈯

　
　
　

11
時
～
14
時
30
分

内
容　

障
が
い
者
福
祉
へ
の
理
解

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
（
ゲ
ー
ム
、

宝
投
げ
な
ど
）

場
所
・
問
合
せ　

東
予
希
望
の
家

℡
０
８
９
８

－

６
６

－

４
６
５
６

全
国
か
ら
大
・
大
集
合

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会

日
時
（
雨
天
中
止
）

　

９
月
18
日
㈰
・
19
日
㈪

　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

場
所　

四
国
鉄
道
文
化
館
南
館

内
容　

２
日
間
に
わ
た
っ
て
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
や
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
列
車

約
10
編
成
が
大
集
合
。
総
延
長

２
３
５
メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
を
楽

し
も
う
！　

西
条
う
ま
い
も
の
市

も
同
時
開
催
。

乗
車
料
金　

１
回
１
０
０
円

※ 

未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保

護
者
の
同
乗
（
有
料
）
が
必
要
。

問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－
４
７

－

３
５
７
５

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

日
時
（
１
日
２
回
開
講
）

　

10
月
３
日
㈪　

９
時
～
12
時
・

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

西
条
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク

ー
ル

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

歳
以
上
の
方
で
、
自
動
車
運
転
免

許
を
お
持
ち
の
方

内
容　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
レ
コ
ー
ダ

ー
に
よ
る
運
転
の
チ
ェ
ッ
ク
、
歩

行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
を
利

用
し
た
体
験
型
の
教
室

※ 

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
更

新
時
に
必
要
な
高
齢
者
講
習
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
23
日
㈮

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
５
階

　

危
機
管
理
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
４▲ドライビングレコーダー

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

日
時

○
第
１
回
（
初
級
・
全
７
回
）

　

 

10
月
４
日
㈫
・
５
日
㈬
・
６
日

㈭
・
７
日
㈮
・
12
日
㈬
・
13
日

㈭
・
14
日
㈮　

10
時
～
12
時

○
第
２
回
（
中
級
・
全
７
回
）

　

 

10
月
19
日
㈬
・
20
日
㈭
・
21
日

㈮
・
25
日
㈫
・
26
日
㈬
・
27
日

㈭
・
28
日
㈮　

10
時
～
12
時

場
所　

小
松
公
民
館

対
象　

60
歳
以
上

内
容　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

※ 

基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

セ
ブ
ン
を
使
用
。

定
員　

各
13
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

テ
キ
ス
ト
代　

約
２
０
０
０
円

申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
宛
先　

〒
７
９
２

－

０
０
０
３

　

新
居
浜
市
新
田
町
１

－

６

－

46

　

㈱
四
国
テ
ク
ニ
カ　

宛

※ 

11
月
～
12
月
に
第
３
回（
初
級
）、

第
４
回
（
中
級
）
を
開
催
予
定
。

申
込
期
限　

９
月
21
日
㈬

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２
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デ
ィ
ン
・
レ
ー
の

ベ
ト
ナ
ム
を
学
ぼ
う
！

日
時
（
全
20
回
・
月
２
回
程
度
）

　

10
月
～
平
成
29
年
７
月
の
木
曜

日　

19
時
～
20
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

国
際
交
流
員
の
チ
ュ
オ
ン

・
デ
ィ
ン
・
レ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
出

身
）
と
、
発
展
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム

の
日
常
会
話
や
文
化
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。（
専
門
的
な
語
学
講
座

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

対
象　

市
内
在
住
者
ま
た
は
西
条

市
国
際
交
流
協
会
会
員
で
、
７
割

以
上
参
加
可
能
な
方

受
講
料　

６
０
０
０
円
（
国
際
交

流
協
会
員
は
５
０
０
０
円
）

申
込
期
限　

９
月
16
日
㈮

申
込
先

　

市
庁
舎
本
館
４
階　

総
務
課
内

　

西
条
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

　

目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら
、
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。
落
ち
着

い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第

３
日
曜
日
（
応
急
手
当
の
日
）
に

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
異
物
除
去
法
な
ど
の
講
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
で
交
通
事
故
が
起
き
た
、

子
ど
も
が
食
べ
物
を
詰
ま
ら
せ
た
、

そ
ん
な
緊
急
時
に
対
応
で
き
る
技

術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
18
日
㈰

　
　
　

９
時
～
12
時

場
所　

西
消
防
署
２
階
大
会
議
室

申
込
先

○
東
消
防
署

℡
０
８
９
７

－
５
５

－

０
１
１
９

○
西
消
防
署

℡
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

第
２
回　

自
然
観
察
会

日
時　

９
月
10
日
㈯

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

円
山
森
林
公
園
（
中
寺
）

内
容　

バ
ッ
タ
や
ト
ン
ボ
な
ど
身

近
な
昆
虫
を
観
察
。

講
師　

今
川
義
康
氏
（
西
条
自
然

学
校
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

対
象　

４
歳
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

申
込
期
限　

９
月
５
日
㈪

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

干
潟
の
生
き
も
の
調
査

日
時　

10
月
２
日
㈰

　
　
　

16
時
～
17
時
30
分

場
所　

加
茂
川
河
口
右
岸

内
容　

干
潟
の
生
き
物
か
ら
自
然

環
境
を
調
べ
る
市
民
参
加
型
調
査

講
師　

伊
谷　

行
氏（
高
知
大
学
）、

西
条
自
然
学
校

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

申
込
期
限　

９
月
26
日
㈪

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

●
点
訳
奉
仕
員
養
成
講
座

日
時
（
全
10
回
）

　

９
月
14
日
～
11
月
16
日
の
水
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

点
字
・
点
訳
の
基
礎
を
学

ぶ
。

定
員　

15
人
程
度

●
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

日
時
（
全
15
回
）

　

９
月
15
日
～
平
成
29
年
１
月
26

日
の
木
曜
日
（
９
月
22
日
、
10
月

20
日
、
11
月
３
日
、
12
月
29
日
、

１
月
５
日
を
除
く
）　
10
時
～
12
時

場
所　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
要

約
筆
記
を
学
ぶ
。

●
申
込
先　

社
会
福
祉
協
議
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
相
談
支
援

専
門
員
を
上
手
に
活
用

日
時　

９
月
23
日
㈮

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
階
研
修
室
２

内
容　

精
神
障
が
い
を
持
つ
方
の

生
活
を
支
え
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や

就
職
へ
向
け
た
支
援
な
ど
、
本
人

だ
け
で
な
く
家
族
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
解
説
。
今
後
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
に
つ
い
て
の

話
も
。
親
亡
き
後
に
備
え
て
今
か

ら
で
き
る
事
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

精
神
障
が
い
者
の
家
族

講
師　

菅
野
和
久
氏
（
西
条
市
自

立
支
援
協
議
会　

相
談
支
援
部
会

部
会
長
）

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
鎚

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

１
８
０
３

次
世
代
育
成
支
援
ス
ポ
ー
ツ
事
業

髙
野
進　

陸
上
競
技
教
室

日
時　

10
月
９
日
㈰

　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア
Ｓ

Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

講
師　

髙
野　

進
氏

　

陸
上
４
０
０
ｍ
走
で
３
回
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
60
年
ぶ
り

に
陸
上
短
距
離
で
決
勝
進
出
の
偉

業
を
達
成
。

　

ロ
ン
ド
ン
・
北
京
五
輪
陸
上
日

本
代
表
チ
ー
ム
監
督
。
現
在
は
東

海
大
学
体
育
学
部
教
授
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
日
本
ラ
ン
ニ
ン
グ
振
興
機
構

理
事
長
と
し
て
活
躍
中
。

対
象　

市
内
の
小
学
４
～
６
年
生

定
員　

１
０
０
人

問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

▲ベトナム・フエ市で果物を売る女性

▲ステップアップを図る機会に
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※９月12日㈪、26日㈪は清掃作業などのため休館。
申込先　食の創造館　TEL0898－65－7150

10月つくってみよう講座 90分の加工体験９月フラワーアレンジメント教室東予園芸のバラを使用

●日時　10月４日㈫　14時～15時30分
●内容　「おかず七味」作りとプチティータイム。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（先着順）

●参加費　1,500円

●申込期限　９月27日㈫

●日時　９月20日㈫　15時30分～16時30分
●内容　カゴを使った秋のアレンジを学ぶ。旬の果物や

　　　　お茶、西条産品のお土産も。

●講師　天野美奈子氏

●定員　36人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　1,500円　　●申込期限　９月13日㈫

●日時　９月25日㈰　９時30分～13時30分
●内容　イチジクを収穫しジャムを作る。サンドイッチ

　　　　ランチも。（収穫体験の場所は未定）

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円　　●申込期限　９月18日㈰

イチジクの収穫体験＆加工食品づくり教室

●日時　９月15日㈭　10時～13時
●内容　ピザぱん、枝豆スティック春巻、カレークリー

　　　　ムシチュー、ローズコングの料理教室。

●講師　シニア野菜ソムリエ　加藤智子氏

●定員　16人（応募多数の場合は抽選）

●参加費　2,500円　　●申込期限　９月８日㈭

地元産品を使った料理教室・講習会

パン＆料理＆紅茶のLessonよくばりさんの料理教室

市
民
力
を
磨
く
大
人
の
教
養

講
座
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

●
市
街
地
編

日
時　

９
月
25
日
㈰

　
　
　

13
時
～
17
時

集
合
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本

所
（
貸
切
バ
ス
で
移
動
）

内
容　

西
条
市
の
水
、
街
並
み
の

変
遷
、
史
跡
と
文
化
財
、
ゆ
か
り

の
人
物
を
テ
ー
マ
に
市
内
を
巡
る
。

行
程　

陣
屋
跡
・
北
御
門
～
ア
ク

ア
ト
ピ
ア
水
系
～
入
江
常
真
記
念

碑
～
伊
曽
乃
神
社
（
宝
物
館
）
～

保
国
寺
～
土
居
構
跡
～
金
剛
院

※
内
容
変
更
の
可
能
性
あ
り

講
師　

西
條
史
談
会

参
加
費　

２
０
０
０
円

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
石
鎚
山
編

日
時　

10
月
30
日
㈰

　
　
　

９
時
～
16
時

集
合
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本

所
（
貸
切
バ
ス
で
移
動
）

内
容　

石
鎚
山
の
地
質
・
地
形
、

植
生
、
昆
虫
、
動
物
、
暮
ら
し
、

歴
史
を
テ
ー
マ
に
石
鎚
山
エ
リ
ア

を
巡
る
。

行
程　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
～
諏

訪
神
社
～
石
鎚
神
社
成
就
社
～
遙

拝
の
鳥
居

※
内
容
変
更
の
可
能
性
あ
り

講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
西
条
自
然

学
校
）、十
亀
博
行
氏
（
石
鎚
神
社
）

参
加
費　

５
０
０
０
円
（
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
往
復
代
含
む
）

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

●
問
合
せ

　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会

日
時　

９
月
28
日
㈬

　
　
　

10
時
～
12
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師　

新
居
浜
友
の
会

内
容　

子
育
て
応
援
！　

料
理
教

室
（
調
理
実
習
）

※�

講
習
中
の
託
児
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

会
員
以
外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費　

材
料
代
実
費
（
参
加
者

に
後
日
お
知
ら
せ
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
15
日
㈭

申
込
先　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

子
育
て
支
援
課
内　

西
条
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

１
６
６
６

特
産
品
開
発
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

９
月
16
日
㈮

　
　
　

19
時
～
21
時

場
所　

食
の
創
造
館

テ
ー
マ　
「
ヒ
ッ
ト
の
ツ
ボ
」
教

え
ま
す
！

内
容　

現
在
の
食
シ
ー
ン
を
リ
ー

ド
す
る
多
数
の
優
良
企
業
を
支
援

し
て
い
る
講
師
か
ら
、
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
出
す
ツ
ボ
を
学
ぶ
。

講
師　

中
村　

新
氏
（
㈱
キ
ッ
チ

ン
エ
ヌ
代
表
取
締
役
）

参
加
費　

５
０
０
円

対
象　

市
内
事
業
者
・
在
住
者

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈬

※�

申
込
方
法
の
詳
細
な
ど
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

産
業
振
興
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
７

経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

９
月
12
日
㈪

　
　
　

14
時
～
16
時

場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

テ
ー
マ

　
「
黒
字
化
１
２
０
％
！　

ネ
ッ

ト
に
負
け
な
い
強
い
店
舗
の
作
り

方
」
～
１
年
で
平
均
２
７
０
０
万

円
年
商
を
伸
ば
し
た
究
極
の
店
舗

再
生
術
～

講
師　

佐
藤
志
憲
氏
（
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｅ　

Ｄ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
代
表
）

申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０
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規
模
拡
大
し
た
い
意
欲
的
な

農
家
を
募
集

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ
る
公

益
財
団
法
人
え
ひ
め
農
林
漁
業
振

興
機
構
で
は
、
農
地
を
借
り
受
け
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意
欲
的

な
農
家
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
当
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

９
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮

問
合
せ

　

え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興
機
構

℡
０
８
９

－

９
４
５

－

１
５
４
２

URLhttp://w
w
w
.enk.or.jp/nochi/

障
が
い
者
職
業
訓
練
生
募
集

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
福
岡
県
北
九
州
市
・
国
立
県
営
）

で
は
、
平
成
29
年
度
の
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
科
名

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
製
図
科
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
商
業
デ
ザ
イ

ン
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築

設
計
科
、
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総

合
実
務
科

訓
練
期
間　

１
年
間

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間
）

応
募
資
格

○�

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
か
、

取
得
可
能
な
方

○�

統
合
失
調
症
・
そ
う
う
つ
病
・

て
ん
か
ん
の
診
断
を
受
け
て
い

る
精
神
障
が
い
者
（
主
治
医
の

意
見
書
の
写
し
が
必
要
）

○�

総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳
な
ど

の
所
持
者

応
募
期
限　

９
月
30
日
㈮

問
合
せ

　

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

℡
０
９
３

－

７
４
１

－

５
４
３
１

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

試
験
日　

10
月
27
日
㈭

試
験
場
所　

愛
媛
県
庁

対
象　

病
気
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
由
で
中
学
校
を
卒
業
で
き
な

か
っ
た
方
で
、
平
成
29
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
方

（
日
本
国
籍
の
な
い
方
も
含
む
）

願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

願
書
受
付
期
限　

９
月
９
日
㈮

問
合
せ　

愛
媛
県
教
育
委
員
会

　

義
務
教
育
課

℡
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

自
衛
官
募
集

●
防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
科
学

生
・
看
護
学
科
学
生
）

受
付
期
間

　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平
成
29

年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

試
験
日

○�

医
学
科
学
生

　

10
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰

○
看
護
学
科
学
生

　

10
月
15
日
㈯

●
防
衛
大
学
校

受
付
期
間

　

９
月
５
日
㈪
～
30
日
㈮

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
（
平
成
29

年
３
月
卒
業
見
込
者
を
含
む
）

試
験
日

○�

一
般
（
前
期
）

　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

○
推
薦

　

９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

○
総
合
選
抜　

９
月
24
日
㈯

※�

推
薦
・
総
合
選
抜
は
、一
般
（
前

期
）
の
併
願
可

●
自
衛
官
等
募
集
説
明
会

日
時　

９
月
８
日
㈭

　
　
　

18
時
～
19
時

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

自
衛
隊
の
活
動
と
福
利
厚

生
・
勤
務
体
系
、
募
集
種
目
な
ど

●
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
４
類
）準
備
講
習
会

日
時　

９
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮

　
　
　

９
時
～
16
時

場
所　

消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

受
講
料　

９
２
０
０
円
（
危
険
物

安
全
協
会
会
員
は
６
６
０
０
円
）

テ
キ
ス
ト
代　

４
５
０
０
円

申
込
期
限　

９
月
14
日
㈬
（
土
・

日
曜
日
除
く
、
８
時
30
分
～
17
時
）

申
込
先　

西
条
市
危
険
物
安
全
協

会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

日
時　

10
月
21
日
㈮

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

○�

給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

扱
者　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

東
予
地
方
局
７
階
会
議
室

対
象　

消
防
法
第
13
条
の
２
の
規

定
に
よ
る
危
険
物
取
扱
者
免
状
の

交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
危
険

物
取
扱
作
業
の
従
事
者

定
員　

１
２
０
人

受
講
料　

４
７
０
０
円

申
込
期
間　

９
月
１
日
㈭
～
10
月

18
日
㈫
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
除

く
、
８
時
30
分
～
17
時
）

申
込
書
配
付
場
所　

東
予
地
方
局

防
災
対
策
室
、
消
防
本
部

申
込
先　

西
条
市
危
険
物
安
全
協

会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

簡
単
に
生
ご
み
が
堆
肥
に
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

講
習
会

日
時
・
場
所

①
９
月
27
日
㈫　

19
時
30
分
～

　

市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

②
10
月
27
日
㈭　

19
時
30
分
～

　

小
松
総
合
支
所
１
階
会
議
室

③
11
月
６
日
㈰　

11
時
～

　

東
予
体
育
館
北
側
駐
車
場

　
（
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り
会
場
）

④
12
月
４
日
㈰　

11
時
～

　

丹
原
公
民
館

　
（
丹
原
町
産
業
ま
つ
り
会
場
）

指
導
団
体　

エ
コ
チ
ャ
ン
ネ
ル

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）

※�

参
加
者
に
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
１
式
（
１
０
０
０
円
相

当
）
を
贈
呈
。

申
込
期
限

①
９
月
16
日
㈮　

②
10
月
19
日
㈬

③
10
月
28
日
㈮　

④
11
月
25
日
㈮

申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
８▲生ごみを堆肥に
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東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

●十亀茂樹野鳥写真展

　「高須海岸とその周辺で見られる水鳥たち」

　高須海岸に残された自然環境の保全を願い、

そこに生息する水鳥たちの写真を展示中。

期間　９月４日㈰まで
●館蔵美術品展

　当館所蔵の絵画と掛け軸を展示します。

期間　９月13日㈫～11月６日㈰
●西条市児童生徒科学展

　市内の小・中学生による科学作品の展示。

期間　９月３日㈯～４日㈰　　※最終日は16時まで
●ここまでわかった永納山城

　第６回古代山城サミット西条大会に

合わせて、永納山城跡での調査結果を

パネルや出土遺物で紹介します。

期間　９月13日㈫～10月30日㈰
●一閑張り（柿渋使用）作り教室　―生徒募集―

　柿渋の自然素材を生かした作品ができます。

日時　10月20日㈭・27日㈭　13時30分～15時30分
定員 先着16人　 材料費 500円　 申込期限 ９月30日㈮

【開館時間】９時～18時

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

●市内小・中学生無料開放日

日時　９月３日㈯・10日㈯　10時～12時
●市内小・中学生「無料平泳ぎ教室」

日時　９月24日㈯　10時30分～11時

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●特別展「篤山先生の書　～西条市所蔵品から～」

　11月９日で、近藤篤山先生は生誕250年を

迎えます。これを記念して、市内の各施設が

所蔵する篤山先生の書を郷土資料室に集めて

公開しています。一堂に集めての公開は今回

が初めてです。ぜひご覧ください。

　写真は、西条郷土博物館所蔵の掛け軸。

期間　９月25日㈰まで
※10月からは企画展「生誕250年～篤山先生

　一代記」を計画しています。

●馬の目会日本画展

　会員11人による８回目の西条グループ展。

期間　９月４日㈰～15日㈭
●陶芸展

　地域の愛好家による作品展。

期間　９月22日㈭～10月４日㈫

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

●瓢箪作品展

　老後の楽しみに70歳以上の少人

数で定期的に研修会を実施し、成

果を発表する場として作品展を続

けていきたいと思っています。

期間　９月２日㈮～27日㈫
場所　椿交流館内・まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス館：無休　　
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511

生 涯 学 習 の 館
天神１－205　　TEL0897－53－8686

●企画展「第四回心をつなぐ書道展」

　春蘭と杏珠の仲間たちによる作品展。

期間　９月１日㈭～19日㈪
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　９月２日㈮・16日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　９月７日㈬・28日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

【開館時間】９時～22時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

【開館時間】８時30分～17時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

【開館時間】10時～21時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫

【開館時間】９時～17時30分

【９月休館日】水曜日、20日㈫、23日㈮、30日㈮

南東部土塁南東部土塁

ミヤコドリミヤコドリ

　ひうち灘・道前平野の遠望を楽しみながら、黄金色の

湯につかって、ゆったりとくつろげる温泉です。

温泉料金　中学生以上：400円

　３歳以上小学生以下：200円

　65歳以上・身体障がい者（証明書等が必要）：300円

天然温泉美人の湯　椿温泉こまつ

大浴場大浴場 外観外観
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▼ プラネタリウム情報 ▼

それいけ！アンパンマン

～星の色と空の色～
ほし　　いろ　　そら　　いろ

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、14時、15時　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

Ⓒやなせたかし／フレーベル館・ＴＭＳ・ＮＴＶ

●西条市児童生徒科学展

　市内の小・中学生による科学作品の展示。

期間　９月３日㈯～４日㈰　９時～16時

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●あなたが選ぶ五百亀作品展

　人気投票で選ばれた五百亀

作品の上位８体を展示中。

期間　９月25日㈰まで
●水彩（色えんぴつ）作品展　～アクアグループによる～

期間　９月４日㈰～11日㈰　　※最終日は16時まで
●西条高校文化祭　美術部・書道部作品展

期間　９月24日㈯～30日㈮　　※最終日は15時まで
●五百亀ふれあいウォーキング　―参加者募集―

　ウォーキングで五百亀作品を鑑賞。

日時　９月25日㈰　９時30分～12時
定員　先着20人

申込期限　９月11日㈰　17時
　　　　　※窓口、電話にて受付

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

●押花クラブ「花の里」作品展

　野山や庭で育った草花を生かす工

夫をしながら制作した押花額を展示。

期間　９月１日㈭～29日㈭
●考古学講座「西条の弥生時代」

　八堂山遺跡とその周辺に住んでいた弥生時代の人々の

生活について、発掘調査で判明したことを中心に紹介。

日時　９月11日㈰　13時～15時　　※要申込・定員制
講師　田中いづみ氏　　協力　県埋蔵文化財センター

●火おこし体験　　土・日曜日　10時～15時　※要申込

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

【開館時間】９時～19時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

【開館時間】９時～17時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

【開館時間】９時～17時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

【開館時間】９時～16時30分　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

【開館時間】８時30分～17時　

【９月休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

●郷土史講座「郷土が生んだ医聖　真鍋嘉一郎の生涯」

日時　９月15日㈭　14時～16時
講師　西原俊基氏　　定員　先着30人

申込期限　９月８日㈭　　※電話、ファクスにて受付　

●石工と妹尾紀子織布展示　

　李朝の火鉢、鍋、水差し、手付壷などの

石工品、元国展染織工芸準会員の妹尾紀子

氏が国展に出品した織布などを展示中。

期間　９月30日㈮まで
●倉敷の手仕事展　

　倉敷ガラスの小谷栄次、倉敷縀通の瀧山雄一、備中和
紙の丹下直樹、倉敷堤窯の武内真木、倉敷本染手織研究

所倉敷いかごの須浪隆貴、以上５人の作家による展示即

売会。初日は須浪氏の瓶かご製作実演を行う予定です。

期間　９月17日㈯～10月10日㈪

【四国鉄道文化館　北館】

●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　十河信二氏の偉業を楽しく読み聞かせてくれます。

日時　９月11日㈰　14時上演
●毎週日曜日開催！　レールスター乗車会

日時　日曜日　※雨天中止

　　　10時～12時、14時～16時

【四国鉄道文化館　南館】

●シゴナナぷらす（Ｃ57の楽しいお掃除・学習会）

日時　９月11日㈰　13時～（２時間程度）
対象　小学生以上（小学生は保護者同伴）

講師　Ｃ57－44の修復整備に携わった大山正風さん

定員　先着10人　　申込先　南館　TEL0897－52－1303

●毎週土曜日開催！　ペーパークラフト体験教室

　ペーパークラフトで新幹線やＳＬなど

いろいろな列車を作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

【開館時間】９時～18時

【９月休館日】水曜日　　※観光交流センターは無休
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●２日・16日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：00～10：30

氷見公民館　　　　　10：50～11：20

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

●９日・23日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：20

飯岡戻川集会所　　　10：30～11：00

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：00～14：30

徳田公民館　　　　　14：40～15：10

●３日・17日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　10：50～11：20

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：30～11：50

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

●10日・24日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】

　西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【９月休館日】　※施設整備で西条図書館が臨時休館します。

　西条図書館：５日㈪、30日㈮
　東予図書館：月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮、30日㈮
　丹原図書館：金曜日、20日㈫、26日㈪
　小松温芳図書館：水曜日、20日㈫、23日㈮、30日㈮

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　９月10日㈯　15時～15時30分　　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　９月21日㈬　10時～、10時30分～　対象：乳幼児
東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　９月28日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　９月10日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　９月22日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　９月24日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●12日・26日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：40～10：10

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：20～10：50

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：30～14：50

●６日・20日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

西条小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：50～14：00

明穂集会所　　　　　14：30～15：00

●13日・27日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：00～14：30

田野公民館　　　　　14：40～15：00

●７日・21日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：40～14：10

●14日・28日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

国安上集会所前　　　14：00～14：30

▼ ９月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」９月の巡回コース▼

●のびのびタイム

　９月３日～17日の土曜日　13時30分～14時30分

　３日：ストラックアウト

　10日・17日：敬老の日のプレゼントづくり

●リトミック（要申込）

　９月28日㈬　11時～11時45分
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●ゲーム遊び（要申込）

　９月10日㈯　14時～15時30分　　定員：小学生15人
●えいごであそぼう！（要申込）

　９月17日㈯　10時30分～11時30分　　定員：小学生15人

●土曜エプロン教室「お月見カレーを作ろう」（要申込）

　９月10日㈯　10時～12時
　定員：小学生20人　　※エプロンクラブ員は申込不要

●土曜あそび隊「敬老の日のプレゼント作り」（要申込）

　プラパンでオリジナルキーホルダーを作ろう！

　９月17日㈯　14時～15時　　定員：小学生20人

●敬老の日のプレゼント作り「メガネスタンド」（要申込）

　９月３日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生　　定員：20人

●茶道クラブ

　９月10日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生
●リズム教室

　９月17日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

●みんなで遊ぼうデー「けん玉検定」

　９月24日㈯　10時30分～11時30分　　対象：小学生

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【９月休館日】月曜日、20日㈫、22日㈭

氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館

巡回コースに明穂集会所、

国安上集会所前を追加しました。

ぜひ、ご利用ください！

巡回コースに明穂集会所、

国安上集会所前を追加しました。

ぜひ、ご利用ください！



７／20　夏の夜空を彩る大輪の数々

７／31　安全登山のために ７／24～31　松山空港にだんじりが登場

　石鎚への縦走路の起点である堂ケ森登山道の危険箇

所を回避する道の整備が、地元のボランティアグルー

プ「赤滝登行会」と丹原高校柔道部の生徒を中心に行

われました。当日は厳しい暑さの中での作業となりま

したが、みんなで協力して登山道が整備されました。

　帰省客や観光客でにぎわう松山空港１階ロビーに、

西条が誇る西条まつりの「だんじり」２台が展示され

ました。行き交う人の多くが足を止め、華麗で勇壮な

だんじりに見入っていました。併せて開催された西条

の物産展にも多くの方にお越しいただきました。

　鷺森神社の管弦祭に先立ち、毎年旧暦６月17日に行

われている「おかげん祭市民花火大会」が壬生川内港

で開催。復活10周年となる今年は、約8,000発の花火

が夜空を彩ったほか、よさこい連が踊りで祭りを盛り

上げ、訪れた多くの人たちを楽しませました。

　今回で３回目を迎えた市民手作りの音楽フェス

「STONE HAMMER fes.2016」がひうち運動公園レクリ

エーション広場で盛大に開催。子どもから大人まで約

2,000人が集まり、カンカン照りの太陽の下で音楽に

酔いしれ、地元グルメに舌鼓を打ちました。

７／24　熱い！暑い!!ストハン!!!

７／18　海の恩恵に感謝

　「ゆるキャラ®グランプリ2016」にエントリー中の
チャップン爺やんとカブちゃんが、エントリーの報告

と投票依頼で市役所を訪問。今年は松山市で最終現地

決戦が開催されます。西条市を全国にＰＲするための

頑張りに、皆さんも応援よろしくお願いします。

７／28　上位入賞目指して頑張ります！

　海の恩恵に感謝することを目的に「西条市研修の

船」を開催。約850人の参加者はオレンジフェリーに

乗船し、救命ボート展張実験などを体験。船員さんな

どの説明を熱心に聞く子どもたちの姿や、親子が笑顔

で触れ合う姿が見られ、楽しい海の日になりました。
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７／31　新潟・新津から出張講座 ８／１～７　東京・新橋で西条産品をＰＲ

　四国鉄道文化館と姉妹館協定を結ぶ新津鉄道資料館

（新潟市）から学芸員が来館し「鉄道の街・新津」の

歴史や、鉄道の発達と都市間移動の変遷などについて

わかりやすく解説いただきました。聴講者が熱心に質

問するなど、貴重な交流の機会となりました。

　東京・新橋のアンテナショップ「香川・愛媛せとう

ち旬彩館」で、西条市物産・観光フェアを開催。４酒

蔵の地酒や絹かわなすをはじめ、西日本最高峰石鎚山

の麓、水の都西条ならではの旬の産品を紹介すること

で、多くの人に西条の魅力をＰＲしました。

　当市と友好都市関係にある中国・保定市の河北大学

の学生ら計20人が、市内の家庭にホームステイ。滞在

中は市内の施設見学や文化体験、西条高校訪問、市民

との意見交換会などを通じて、日中の生活や文化の違

いなどについて学び、多くの人と交流を深めました。

７／20～８／１　西条市へようこそ！

　「海を越えて見えたこと　帰国報告会＆映画上映

会」を西条図書館で開催。西条市国際交流協会のヤン

グリーダー育成プログラムに参加した西条高校生と、

当市出身の青年海外協力隊経験者を講師に迎え、世界

の現状と国際交流・協力の必要性を学びました。

８／６　西条で世界と出会おう！

７／30・31　今年も盛り上がった小松町ふるさと祭り

　毎年恒例の「小松町ふるさと祭り」が開催され、30日にはチャリティお茶会やのど自慢大会、31日にはかわい

らしい園児たちによる元気いっぱいの踊りや、ダンス「小松囃子KOMATSU-BAYASHI」、ふるさと祭りの代名詞とも

いえるお殿様とお姫様が優雅に歩く大名行列などが行われました。会場に飾られた七夕飾りが祭りに彩りを添

え、両日とも華やかな浴衣や甚平を身にまとった人々であふれ、大変にぎやかな夏のひとときとなりました。
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８／６　お魚をもっとおいしく ７／29・８／５　災害から生きのびるために

　県内産の魚介類を使った料理コンテストが開催さ

れ、市内の高校生４チームが参加しました。魚食の普

及を図る「わくわく創作ワンプレート料理」に挑戦

し、魚介類と地元農産品を絶妙にマッチさせた丹原高

校が見事優勝しました。

　丹原福祉センターで開催の「第１回子ども防災サ

ミット」に市内の小学生56人が参加し、防災学習やタ

ウンウォッチングを実施。小松農村環境改善センター

で開催の「防災キャンプ」では、起震車体験などを行

い、防災へ取り組む大切さを学びました。

　総合体育館とビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで、愛顔（えがお）つなぐえひめ国体ハンドボール競技リハーサ

ル大会（第21回ジャパンオープンハンドボールトーナメント）を開催。今大会には全国から男女計48チームが出

場し、西条市内の会場では主に女子による熱戦が繰り広げられました。男子の部ではＨＣ和歌山（和歌山県）、

女子の部では香川銀行Ｔ・Ｈ（香川県）が優勝。８日の女子決勝戦ハーフタイムには、みきゃん・ダークみきゃ

ん・カブちゃん・チャップン爺やん・地元園児による綱引き対決もあり、大いに盛り上がりました。

８／６～９　来年のえひめ国体に向けてハンドボール競技のリハーサル大会を開催

８／５～７　色とりどりの笹飾りが丹原の夏を彩る

　今年で36回目となる「丹原七夕夏まつり」が丹原商店街で開催。趣向を凝らした色とりどりの笹飾りが、約１

キロメートルにわたって飾られました。丹原小学校の子どもたちによる鼓笛隊パレードや道前太鼓の演奏で盛り

上がり、盆踊りや吉野連による阿波踊り、ミニＳＬなどのさまざまな演出で、多くの人が集まった会場は笑顔と

活気に満ちあふれていました。

22広報さいじょう　2016　 ９月号



　お子さんの写真・氏名（ふりがな）
性別・生年月日、住所、保護者の氏名、電話番号、
字以内のコメントを添えて誕生月の前月１日必

着（当日消印無効）で担当課へ郵送・提出してく
ださい。掲載・非掲載に関わらず、写真は返却で
きません。応募が多い場合は初めての方を優先し
た上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合、本庁のみ宿直に
　受付ボックスを準備しています。
◎応募先　〒 － 　明屋敷 　西条市役所
　広報広聴課　広報係　 － －

誕生日を迎える
３歳以下の子どもの写真募集
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７
月
７
日
・
８
日
の
２
日
間
、

高
知
市
の
会
場
で
第
63
回
四
国
地

区
人
権
教
育
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
は
、

立
ち
見
の
方
が
た
く
さ
ん
出
る
ほ

ど
多
く
の
参
加
者
で
あ
ふ
れ
、
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　　
「
人
権
確
立
を
め
ざ
す
地
域
の

教
育
力
」
の
分
科
会
で
は
、
西
条

市
教
育
委
員
会
人
権
教
育
課
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
西
条
市
で
は
、

愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
西
条
支

部
の
役
員
が
、
全
て
の
学
校
の
校

内
研
修
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
公
民
館

訪
問
や
公
民
館
人
権
・
同
和
教
育

活
性
化
事
業
も
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　　

こ
う
し
た
こ
と
は
西
条
市
以
外

で
も
同
じ
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る

も
の
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
参
加
者
か
ら

た
く
さ
ん
の
質
問
が
出
さ
れ
、
愛

媛
県
人
権
対
策
協
議
会
西
条
支
部

長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
か
ら

補
足
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
西
条
市
は
他
市
町

と
比
べ
て
、
組
織
が
と
て
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

　　

２
日
目
の
高
知
県
の
発
表
で
は

差
別
を
受
け
た
体
験
を
赤
裸
々
に

語
り
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ
と

と
し
て
母
校
の
小
学
校
で
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
内
容
に
は
熱
く
、
力

強
く
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
り
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば

差
別
解
消
の
日
は
必
ず
来
る
と
の

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　　

一
方
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

次
の
４
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

○��

地
域
の
人
と
人
と
の
絆
が
希
薄

化
し
て
い
る
。

○�

地
域
の
差
別
解
消
へ
の
取
り
組

み
に
対
す
る
温
度
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
。

○�

研
修
会
や
懇
談
会
な
ど
へ
の
参

加
者
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
。

○�

差
別
の
現
実
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

大
切
だ
が
、
差
別
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
。

　　

来
年
度
は
、
愛
媛
県
が
会
場
と

な
り
64
回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
１

日
も
早
く
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を

解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の

思
い
が
よ
り
強
く
な
っ
た
２
日
間

で
し
た
。

人権・同和教育シリーズ　№121
四国地区人権教育研究大会に参加して

西条小学校校長　藤本 充

全国一斉

「高齢者・障害者の人権あんしん相談」

強化週間における電話相談

　高齢者・障がいのある人の人権問題に関するあらゆ

る相談に電話で応じます。予約不要・無料・秘密厳守

です。

電　話　０５７０－００３－１１０

　　　　（携帯電話可・ＩＰ電話一部不可）

日　時　９月５日㈪～11日㈰
　　　　　月～金曜日：８時30分～19時

　　　　　土・日曜日：10時～17時

問合せ　松山地方法務局　TEL089－932－0888

９月10日㈯～16日㈮は
「自殺予防週間」

いのち支える

全国一斉こころの健康相談統一ダイヤル

　　　　　（全国一斉期間：９月10日㈯～16日㈮）

０５７０－０６４－５５６

※自殺予防週間にあわせて、

　市内図書館（４カ所）で

　本の紹介やポスター掲示

　を行います。

「免許相談室」が開設されました

　病気や体に障がいをお持ちの方、高齢者を対象に、

運転免許の更新手続きなどについて担当者が個別相談

に応じます。

相談方法　愛媛県運転免許センター（松山市勝岡町）

に電話するか、直接お越しください。最寄りの警察署

交通課でも相談を受け付けています。（いずれも平日

の８時30分～17時15分）

問合せ　

　○運転免許センター免許相談室テレホンサービス

　　TEL089－978－4141

　○西条警察署　TEL0897－56－0110

　○西条西警察署　TEL0898－64－0110

　次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきまし

た。心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■問合せ　社会福祉協議会　TEL0898－64－2600

■個人　　　

　丹下　修（丹原町池田）

■各種団体　

　○社会福祉法人光明会

　○みずほ倶楽部

　○高砂演歌クラブ

　○西条市社会福祉協議会壬生川支部

　○庄内公民館

　○歌謡同好会北斗星

おこなおう まもろうよ こころ
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■行政相談
○９月６日㈫・10月４日㈫　10時～12時
　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：東予総合支所総務課

○９月13日㈫　13時～15時　禎瑞公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○９月13日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　９月27日㈫　９時～12時　田野公民館
　問合せ：丹原総合支所総務課

○９月16日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ：小松総合支所総務課

■人権相談
○９月15日㈭　13時～17時　禎瑞公民館
　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○月～金曜日　８時30分～17時15分　松山地方法務局西条支局

　問合せ：松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

■法律相談　事前予約制（受付９月１日㈭～、先着15人）
※弁護士が解決の糸口となる助言を行います。相談時間は、１人

　15分間ですので、相談内容を整理しておいてください。

○９月14日㈬・28日㈬　13時～17時
　市庁舎新館１階広報広聴課

　問合せ：市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○９月21日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ：東予総合支所総務課

■消費生活相談
　月～金曜日　８時30分～17時15分

　市庁舎新館１階消費生活センター　TEL0897－52－1495

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　９月７日㈬　10時～12時（受付11時15分まで）　中央公民館
　問合せ：愛媛県司法書士会（池田）　TEL0898－68－3373

■不動産無料相談
　９月８日㈭　13時～15時
　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

　主催：西条宅建協会（明屋敷57－11　兵庫ビル２階）

■無料不動産相談
　９月12日㈪　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催：宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■お酒の悩み相談
　９月28日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ：西条断酒会（辻本）　TEL0897－55－8030

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　　月～金曜日　８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　　毎日24時間受付

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる教育・発達・医療など「専門的相談」

　○日曜日・祝日　10時～15時

　　総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○９月17日㈯　10時～12時
　　小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

◆地域子育て支援センター「平日の子育て相談」

　○総合福祉センター内　　　ひだまり　TEL0897－55－1018

　○飯岡保育園内　　おさなごゆめの城　TEL0897－55－2311

　○東予南保育所内　　らっこ・はうす　TEL0898－64－3112

　○小松東保育所内　　たんぽぽくらぶ　TEL0898－72－2538

　○中川さくら保育園内　　さくらんぼ　TEL0898－73－2141

　○紺屋町フロム２階　元気にこにこ堂　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　　　〃　　　東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談　　　　月～金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　毎週水曜日　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談　火・水・金曜日　市庁舎子育て支援課

　　　　　　　　　　　　月・木曜日　東予総合支所市民福祉課

　問合せ：市庁舎本館１階　子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所　市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談　　主催：西条市社会福祉協議会（社協）
○総合福祉センター　社協西条支所　TEL0897－53－0880

　月～金曜日　13時～16時

○東予総合福祉センター　社協本所　TEL0898－64－2600

　金曜日　９時～12時

○丹原福祉センター　社協丹原支所　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日　９時～12時

○小松地域福祉センター　社協小松支所　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日　13時～16時

■認知症（もの忘れ）相談　予約制（定員：先着２人）

　９月29日㈭　９時～11時30分　東予総合福祉センター
　問合せ：地域包括支援センター　TEL0897－52－1412

■補聴器相談会
　９月21日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ：市庁舎本館１階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障がい者の家族相談会
　９月15日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ：さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■若者就労支援出張相談会
　９月６日㈫・13日㈫・27日㈫　13時～17時
　ハローワーク西条

　問合せ：東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

定期無料相談
＜代表電話＞　○西条市庁舎：0897－56－5151　○東予総合支所：0898－64－2700

　　　　　　　○丹原総合支所：0898－68－7300　○小松総合支所：0898－72－2111

＜注意事項＞　定期相談の実施日は、原則「祝日・年末年始」を除きます。

日　　時　10月３日㈪　10時～16時
場　　所　総合福祉センター

相談内容　価格・賃料・売買・賃貸借・相続贈与など不動産

　　　　　に関するあらゆること

問 合 せ　公益社団法人愛媛県不動産鑑定士協会事務局

　　　　　TEL089－941－8827

不動産鑑定士による
不動産に関する無料相談会

日　時　10月４日㈫
　　　　９時30分～11時20分、13時～14時20分

　　　　※予約不可、時間厳守。

場　所　新居浜簡易裁判所（新居浜市繁本町２番１号）

主　催　愛媛弁護士会

問合せ　新居浜簡易裁判所　TEL0897－32－2743

10月１日㈯「法の日」にちなんで
無料法律相談
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応
募
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
４
（
直
通
）

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

■問合せ

　市庁舎新館２階　観光物産課

　物産・ブランド推進係

　TEL0897－52－1380

加茂川を代表する魚

アユ

ふるさと産品通信

　清流加茂川にはさまざまな魚が生息していますが、

加茂川を代表する魚といえば「アユ」です。

　西条地域のアユの産卵期は10月ごろです。ふ化した

稚魚は海や河口域（古川辺り）に下り、体長５～８㎝

まで成長した後、４月～５月ごろ川の遡上を開始しま

す。その後は成長のスピードが増し、２～３カ月で体

長20㎝を超えるようになります。ただ、アユの一生は

短く、上流域に遡上して産卵し子孫に命をつないで、

その一生を終えます。（単年魚）

　加茂川におけるアユ漁は古くから盛んに行われ、地

元を代表する魚として、市民に親しまれてきました。

漁期は６月～12月で、引網やすくい網などの網漁のほ

か、友掛けと呼ばれる釣りによる漁で捕獲されます。

　加茂川のアユは少々小ぶりながら味は絶品と評価も

高く、自家消費用に捕獲されることが多いですが、一

部は直販所の水都市などでも販売されています。

　近年は、その絶品のアユを求めて市外や県外からの

遊漁者も増加し、ちょっとした観光体験スポットにも

なっています。毎年７月末に行われる引き網漁の解禁

は、夏の夜を飾る風物詩としても有名です。

　近年、地元の内水面漁業協同組合ではその大切な資

源を確保するため、加茂川や中山川で稚魚の放流事業

が行われているほか、遊漁禁止区域を設け、保護育成

に向けた取り組みも実施し

ています。

　淡水魚の王様とも呼ばれ

るアユ。清流にしか住まな

いといわれるこの地域資源

を今後も大切にしていきた

いですね。
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前
立
腺
が
ん
は
、
平
成
27
年
の

統
計
で
男
性
の
が
ん
罹り

か
ん患

率
1
位

に
な
り
ま
し
た
。

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん

の
患
者
数
よ
り
も
多
く
な
り
、
全

国
で
約
10
万
人
が
前
立
腺
が
ん
と

診
断
さ
れ
ま
し
た
。
前
立
腺
が
ん

死
亡
者
数
は
1
万
２
０
０
０
人
で
、

多
く
の
人
は
治
療
が
効
果
的
で
あ

っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

診
断
精
度
の
向
上

　

こ
れ
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
前
立
腺

が
ん
の
診
断
に
は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

（
血
液
検
査
で
前
立
腺
が
ん
の
有

無
・
進
行
度
を
調
べ
る
も
の
）
と

前
立
腺
針
生
検
（
前
立
腺
に
針
を

8
～
20
本
刺
し
て
組
織
を
採
取
す

る
検
査
）
が
必
須
で
す
。
最
近
で

は
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
針
生
検
の
間

に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
Ｍ

Ｒ
Ｉ
画
像
の
進
歩
に
よ
り
、
前
立

腺
が
ん
の
有
無
、
広
が
り
が
よ
く

わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
進

行
し
た
が
ん
を
早
く
見
つ
け
る
こ

と
で
、
そ
の
後
の
治
療
方
法
の
選

択
に
役
立
ち
ま
す
。

　

逆
に
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
軽
度
の

異
常
が
あ
っ
て
も
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
異

常
が
な
け
れ
ば
生
検
を
回
避
で
き

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
手
術
や

放
射
線
治
療
後
で
も
、
15
～
30
％

の
人
に
が
ん
が
再
発
し
ま
す
。
Ｍ

Ｒ
Ｉ
は
治
療
後
の
効
果
判
定
（
が

ん
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
）
の

判
断
に
も
非
常
に
有
効
で
す
。

手
術
成
績
の
向
上

　

手
術
成
績
は
大
き
く
二
つ
の
点

か
ら
評
価
し
ま
す
。
①
が
ん
を
全

て
取
り
除
け
た
か
ど
う
か
（
完
全

に
治
っ
た
か
ど
う
か
）
②
合
併
症

（
機
能
障
が
い
、
大
量
出
血
、
手

術
に
よ
る
死
亡
）
を
防
げ
た
か
ど

う
か
で
す
。

　

5
年
ほ
ど
前
か
ら
、
前
立
腺
を

摘
除
す
る
手
術
に
「
ダ
ヴ
ィ
ン

チ
」
と
い
う
機
械
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
手
術
を
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

泌
尿
器
科
医
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
操
作

し
ま
す
（
写
真
）。
こ
れ
に
は
良

い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。　

　

ま
ず
、
カ
メ
ラ
の
性
能
が
良
い

の
で
、
10
倍
く
ら
い
に
拡
大
し
た

視
野
で
、
通
常
は
見
え
な
い
よ
う

な
細
い
血
管
や
神
経
そ
の
他
の
構

造
が
見
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

血
管
を
傷
つ
け
て
大
量
出
血
を
き

た
す
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な
り
、

重
要
な
神
経
を
温
存
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
技
術
が

習
得
し
や
す
く
、
ミ
ス
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
私
も
こ
の
手
術
を
や

っ
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
の
開
腹

手
術
と
は
雲
泥
の
差
で
す
。
も
し

手
術
を
受
け
ら
れ
る
の
な
ら
、
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
を
お
勧
め
し
ま
す
。

治
療
の
選
択
肢
が
増
加

　

手
術
の
件
数
は
毎
年
増
え
て
い

ま
す
が
、
半
数
以
上
の
方
は
手
術

を
し
ま
せ
ん
。
理
由
の
一
つ
は
年

齢
で
す
。
通
常
、
手
術
は
75
歳
前

後
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
治
療
法
も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
放
射
線
治
療
で
す
。

転
移
の
な
い
前
立
腺
が
ん
の
治
療

効
果
（
治
っ
た
か
ど
う
か
）
に
お

い
て
、
放
射
線
治
療
は
手
術
と
ほ

ぼ
同
等
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
放

射
線
治
療
も
、
最
新
の
機
械
を
導

入
し
て
い
る
病
院
で
治
療
を
受
け

た
方
が
明
ら
か
に
有
利
で
す
。
さ

ら
に
、
最
近
わ
か
っ
た
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
「
治
療
の
必
要
が

な
い
前
立
腺
が
ん
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
で
す
。
非
常
に
軽
微
な
が

ん
で
あ
れ
ば
、
治
療
し
な
く
て
も

進
行
せ
ず
、
死
亡
す
る
こ
と
も
な

い
と
い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
治
療
の
問
題
点

　

前
立
腺
が
ん
治
療
に
お
け
る
問

題
点
を
二
点
挙
げ
て
お
き
ま
す
。

　

一
つ
め
は
、
過
剰
治
療
の
問
題

で
す
。
先
ほ
ど
の
よ
う
に
、
治
療

の
必
要
な
い
前
立
腺
が
ん
が
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
が
、
と
き
に

そ
の
よ
う
な
が
ん
で
あ
っ
て
も
、

手
術
や
副
作
用
の
強
い
薬
剤
を
使

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
進
行
す
る

可
能
性
が
極
め
て
低
い
が
ん
に
、

強
力
な
治
療
（
体
に
対
す
る
負
担

が
大
き
い
・
合
併
症
の
危
険
が
あ

る
）
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
れ
で
は
百
害
あ
っ
て
一

利
な
し
で
す
。

　

二
つ
め
は
、
非
常
に
高
価
な
薬

剤
が
増
え
た
こ
と
で
す
。
前
立
腺

が
ん
が
進
行
し
て
く
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
薬
剤
を
使
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
中
に
は
1
カ
月
に
数
十
万

円
も
す
る
薬
も
あ
り
ま
す
。
個
人

の
負
担
は
最
大
10
万
円
前
後
で
す

か
ら
、
残
り
は
税
金
な
ど
で
カ
バ

ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
医
療

費
の
増
大
、
国
益
の
損
失
に
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
他
の
が
ん
で

も
同
じ
よ
う
な
問
題
が
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
早
々
に
対

応
し
な
い
と
、
本
当
に
治
療
が
必

要
な
人
が
十
分
な
治
療
を
受
け
ら

れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
と
め

○�

早
期
発
見
に
は
ま
ず
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
。

○�

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
異
常
が
あ
れ
ば

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
手
術
を
受
け
る
な
ら

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
が
お
勧
め
。

○�

放
射
線
治
療
は
最
新
設
備
の
あ

る
病
院
で
受
診
す
る
。

西条市医師会会員
つくだクリニック
　医師　佃　文夫

増
え
て
い
る
前
立
腺
が
ん

▲高性能のカメラで見ながら、細かな作業が可能
　な手術ロボット「ダヴィンチ」
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　近年、休日や夜間、救急病院に軽症の患者さんが

集中し、医師の負担が増えているほか、安易な救急

車の呼び出しで出動回数が増え、重症な患者さんの

搬送に困るケースも増加しています。

　このままでは、住民の皆さんに適切な医療を提供

できなくなる恐れがあり、それを防ぐために「愛媛

の救急医療を守る1 4 3万人の県民運動（愛救143運

動）」を実施しています。

　これは、医療機関や救急車の適切な利用を皆さん

一人一人に心がけていただく取り組みです。ご協力

をお願いします。

９月９日㈮は「救急の日」
９月４日㈰～10日㈯は
「救急医療週間」です

◆普段からの３つの心がけ

　①日ごろから「かかりつけ医」を持つ。

　②健康診断や検診などで、病気の予防や早期発見

　　に努める。

　③家庭で薬を常備する。

◆受診にあたっての３つの心がけ

　①なるべく医療機関の通常の診療時間内に受診す

　　る。

　②救急車で搬送されても、軽症の場合は通常の受

　　付順となる場合があることに留意する。

　③休日や夜間で比較的症状の軽い方は、休日夜間

　　急患センターや在宅当番病医院を利用する。

◆休日や夜間の当番病医院の確認

　○広報さいじょうの当番病医院（今月は30ページ）

　○えひめ医療情報ネット

　　（http://www.qq.pref.ehime.jp/）

　○市のテレホンサービス　TEL0897－58－2200

◆お子さんの急な病気やけが

　小児救急医療電話相談　TEL♯8000

問合せ　総合福祉センター内

　　　　健康医療推進課

　　　　TEL0897－52－1395

　受水槽と貯湯槽の清掃作業に伴って断水となるた

め、臨時休館します。

問合せ　中央保健センター

　Ｂ型肝炎は、Ｂ型肝炎ウイルスが主に血液や体液

を介して感染し、肝炎を起こす病気です。感染する

と、まれに慢性肝炎となる場合があります。

対象　平成28年４月以降に生まれた

　　　子ども

接種方法　子どもの１歳の誕生日前

　　　　　日までに３回接種

※詳細は広報紙10月号に掲載します。

10月１日㈯から
子どものＢ型肝炎ワクチンの
予防接種が無料になります

総合福祉センターは

９月17日㈯に臨時休館します

看護職で働きませんか
ハローワークでの

ナースセンター移動相談

　愛媛県ナースセンターでは、愛媛県の委託事業と

して看護職による相談を実施し、就職を支援します。

開催日時　９月～平成29年３月の第１金曜日

　　　　　13時～15時30分（予約不要）

会場　ハローワーク西条

対象者　保健師・助産師・看護師・准看護師の免許

　　　　取得者

内容　①仕事の相談・就業相談

　　　②情報提供

　　　　○ナースセンター登録

　　　　○潜在看護師などの研修について

　　　　○看護の進路情報

　　　　○看護協会について　など

問合せ　公益社団法人愛媛県看護協会内

　　　　愛媛県ナースセンター　TEL089－924－0848

▼症状に応じた救急医療機関の役割分担

三次救急

二次救急

初期救急

脳卒中など特に症状の重い患者さん
●救命救急センター

入院や手術が必要な重症状の患者さん
●地域の中核病院が交代で担当

比較的症状の軽い患者さん
●休日夜間急患センター、在宅当番医

症
状
・
緊
急
度
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠・出産・育児などの相談や情報交換が

行えます。相談には、助産師・保育士・保健

師・栄養士などの専門スタッフが応じ、問題

解決に向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、

　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

日時：火曜日（祝日除く）

　　　10時～15時（助産師相談は12時まで）

　　　※受付は14時30分まで

場所・問合せ：中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や、保護者が気軽におしゃ

べりのできる空間を提供しています。

日時：月・木曜日（祝日除く）９時～16時

場所・問合せ：小松保健センター

■成人向け「健康栄養相談」※要予約
受付時間：13時30分～16時

中央保健センター：９月21日㈬・10月３日㈪
東予保健センター：９月５日㈪・10月12日㈬
丹原保健センター：９月12日㈪・10月17日㈪
小松保健センター：９月26日㈪・10月24日㈪

■こころの相談　※要予約
　生活上の問題、治療、社会復帰など、心の

健康相談に医師・保健師が応じます。

日時：９月26日㈪　14時～16時
場所：東予保健センター

申込先：中央保健センター

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　月曜日（祝日除く）10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　月曜日（祝日除く）９時～15時

◆難病医療相談（要予約）

　９月27日㈫　13時30分～15時30分
問合せ：西条保健所　TEL0897－56－1300

■９月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店　９月21日㈬　
　10時～12時30分・13時30分～16時

　東予ライオンズクラブ協力

問合せ：愛媛県赤十字血液センター

　　　　TEL089－973－0755

グループ名

　三芳サロングラウンドゴルフクラブ

活動場所

　三芳公園

活動日

　毎週火・木・日曜日

コメント

　平成25年８月から活動している私たちのグループは、公園の清掃から

始まり、ラジオ体操をした後、グラウンドゴルフを楽しんでいます。公

園にはラジオ体操のチラシを貼り、地域の方々にも呼びかけています。

社会福祉協議会の支援を受けて「三芳サロン」を設立し、公園管理も任

されています。ぜひ私たちと一緒に、ラジオ体操とグラウンドゴルフで

健康づくりをすすめていきましょう！

ラジオ体操グループ紹介

体の中から健康になる　食事のつぼ講座
内容

　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、理想の

　　　　　　　体重に近づこう

　バランス編：食事バランスガイドを知って、体の

　　　　　　　内側から美しくなろう

▼９月・10月の日程など　　　　　　　　　　 ※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先 カロリー編

10月５日㈬

バランス編

９月９日㈮

９月16日㈮ 10月26日㈬
13時30分～15時

受講時間

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～13：30

小松 小松

15日㈭

27日㈫

20日㈫

14日㈬

８日㈭

６日㈫

29日㈭

13：00～14：00 中央 西条平成28年５月１日～
５月31日の出生児

平成28年５月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30

東予 東予

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松

平成27年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央 西条

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成25年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

９月の乳幼児健康診査

13日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

６日㈫　９：30～11：00　中川公民館

５日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

９月の乳幼児相談

１日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

14日㈬　９：30～11：00　小松保健センター

丹原保健センター

小松保健センター 10月31日㈪

10月27日㈭

ゲートキーパー養成講座 ※要申込

日時　

　①９月30日㈮　13時30分～15時30分
　②10月21日㈮　13時30分～15時30分
場所・申込先

　丹原保健センター

内容

　①【講義編】ゲートキーパーの役割を知ろう

　②【演習編】ゲートキーパーを体験しよう
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▼当番病医院は変更の場合があるため、受診前に各病医院かテレホンサービスTEL0897－58－2200でご確認ください。

▼小さな子どもの急な病気やけがで心配なときは、小児救急医療電話相談（19時～翌朝８時）をご利用ください。

　医師や看護師が相談に応じます。TEL＃8000（携帯電話・プッシュ回線） TEL089－913－2777（ダイヤル回線）　

受診前に必ず電話してください
症状によっては受診できない場合があります。

９月の当番病医院

広 告 欄 広 告 欄

19時～22時

19時～22時
平田クリニック
0898－76－2256
西条中央病院
0897－56－0300

19時～22時

19時～22時
飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577
横山病院
0898－72－2121

19時～22時
今井クリニック
0898－68－8118

18時～22時
西条中央病院
0897－56－0300

村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時

19時～22時

西条中央病院
0897－56－0300

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

村上記念病院
0897－56－2300

19時～22時
西条愛寿会病院
0897－55－2300

つくだクリニック
0897－57－8200

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001
休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条市民病院
0898－72－4111

村上記念病院
0897－56－2300

済生会西条病院
0897－55－5100

９時～18時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

18時～22時

19時～22時

済生会西条病院
0897－55－5100

１
㈭
２
㈮
３
㈯

４
㈰

５
㈪
６
㈫
７
㈬
８
㈭
９
㈮
10
㈯

11
㈰

12
㈪
13
㈫
14
㈬
15
㈭
16
㈮

19時～22時

19時～22時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

内科 外科

19時～22時
村上記念病院
0897－56－2300

19時～22時
平田クリニック
0898－76－2256

19時～22時
横山病院
0898－72－2121

19時～22時

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

飯尾皮フ科泌尿器科
0898－64－5577

18時～22時
西条中央病院
0897－56－0300

村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

19時～22時

19時～22時
済生会西条病院
0897－55－5100

18時～22時
済生会西条病院
0897－55－5100

西条中央病院
0897－56－0300

９時～18時

19時～22時
つくだクリニック
0897－57－8200

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

休日夜間急患センター
0897－52－2001

西条市民病院
0898－72－4111

18時～22時
済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時
休日夜間急患センター
0897－52－2001

18時～22時
済生会西条病院
0897－55－5100

村上記念病院
0897－56－2300

９時～18時

17
㈯

18
㈰

19
㈪

20
㈫
21
㈬

22
㈭

23
㈮
24
㈯

25
㈰

26
㈪
27
㈫
28
㈬
29
㈭
30
㈮

19時～22時

休日夜間急患センター
0897－52－2001

内科 外科
休日夜間急患センター
0897－52－2001

９月から診療体制が

一部変わります

●平日夜間（月～土曜日）の外科診療開始時間

　（変更前）18時 →（変更後）19時

●土曜日夜間の外科診療担当

　（変更前）各当番病医院 →（変更後）休日夜間急患センター

市立周桑病院
0898－64－2630

今井クリニック
0898－68－8118
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開催まであと 12カ月
競技別リハーサル大会の

愛媛県障がい者スポーツ大会

フライングディスク部門はひうち陸上競技場で開催。

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

11

日

大ホール

大ホール

平成28年度西条中央病院「市民健康教室」

平成28年度優秀映画鑑賞推進事業 ワンコイン・シネマin西条
①めぐりあい　②八月の濡れた砂　③約束　④忍ぶ川
※開場は各30分前

無　料

12：00

9：30

小ホール14：00

８ 木

西条市障害者団体連合会　　TEL0897－52－1214

総合文化会館　　　　　　　TEL0897－53－5500

①10：00
②12：00
③14：00
④16：00

小ホール
展 示 室

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

各500円

フレンド曽我部ダンス 　　TEL090－3184－4177社交ダンス

10 土

10：00

10：00９ 土３ 第12回西条市「障がい者福祉のつどい」

第12回 紅葉ASC歌謡祭日

18

9：30

1000円

無　料

西条中央病院総務課　　　　TEL0897－56－0300

紅葉ASC（川口） 　　　　　TEL0897－56－7542

22 木 第７回ヨーロッパ国際ピアノコンクール in Japan

27 火

28 水

友の会恒例うた声喫茶

第４回西条市市民大学／人権・同和教育講座

14：30

18：30 19：00

18：30 19：20

9：30 10：00

小ホール

小ホール

小ホール

大ホール

無　料

無　料

無　料
ヨーロッパ・ピアノ協会（岩佐）
　　　　　　　　　　　　　TEL0898－41－6373

総合文化会館友の会　　　　TEL0897－55－2584

市教育委員会人権教育課　　TEL0897－52－1360

※各行事は主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】月曜日（19日開館）、20日㈫、21日㈬、23日㈮

シリーズえひめ「ふるさとの芸術」
第11回 愛南・シーボーンアートの世界２
※17時まで、最終日は14時まで
※19日は10時から体験教室、10時～10時15分はお話し会

9：309：00

７

～

19

水

～

月

無　料

※体験教室は

　参加費必要

大ホール

大ホール

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

全　館

鶯歌・夢歌コンサート

日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

４ 日

9：00

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

問 合 せ

14 水

22 木

24 土

25 日

ホールオペレーター体験講座

吹奏楽クリニック

西条市交通安全市民大会

9：00 9：30

17：00 18：00

19：00

13：00 13：30

大ホール

小ホール

小ホール

5500円

500円

無　料

無　料

無　料

丹原文化会館　　　　　　　TEL0898－68－3555

今井三千代歌謡教室　　　　TEL0898－64－2141

西条市交通安全推進協議会　TEL0897－52－1284

イベントオフィス・ヤング㈱
　　　　　　　　　　　　　TEL0898－64－6722

無　料

月

９

2016 レーモンド松屋コンサート

三山ひろし コンサート2016 ～気鋭の道～三山ひろし コンサート2016 ～気鋭の道～

１階席：6,000円（当日6,500円）
２階席：5,000円（当日5,500円）

14時開演 総合文化会館大ホール11/20 日
入場料入場料

西条市総合文化会館 開館20周年記念

秋川雅史と東京オーケストラMIRAI
懐かしきスクリーンミュージック

西条市総合文化会館 開館20周年記念

秋川雅史と東京オーケストラMIRAI
懐かしきスクリーンミュージック

18時30分開演 総合文化会館大ホール１/20 金

5,000円（当日5,500円）

入場料入場料 総合・丹原文化会館ほかで

チケット販売中！

総合・丹原文化会館ほかでチケット販売中！

ひうち陸上競技場で開催。

西条市総合文化会館 開館20周年記念西条市総合文化会館 開館20周年記念
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西条市総合文化会館 開館20周年記念

ＤＲＵＭ ＴＡＯ
浮世夢幻打楽 ～四の絵巻～

西条市総合文化会館 開館20周年記念

ＤＲＵＭ ＴＡＯ
浮世夢幻打楽 ～四の絵巻～

5,000円（当日5,500円）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

14時開演
総合文化会館大ホール

10/10 月

入場料入場料

総合・丹原文化会館ほかで
チケット販売中！
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02　市の財政状況をお知らせします

　　平成27年度決算報告

05　第６回古代山城サミット西条大会／社会を

　　明るくする運動作文コンテスト

06　小中学生の医療費助成拡充／交通死亡事故

　　ゼロ連続200日達成

07　臨時福祉給付金と障害・遺族基礎年金受給

　　者向け給付金の申請受付を開始

08　市長コラム「キャッチボール」 ほか

09　支所だより

10　情報最前線

　　10～12：お知らせ／12～13：催し

　　13～16：講座教室／16：募集

17　施設ガイド

20　まちのわだい カメラスポット

23　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ

24　人権・同和教育シリーズ ほか

25　定期無料相談

26　さいじょう文芸広場 ほか

27　医師会コラム

28　保健センターだより

30　９月の当番病医院

31　文化会館イベント情報 ほか

９月号　目次

西条バードウォッチング　　撮影：十亀茂樹

№133　ハジロクロハラアジサシ（旅鳥）

◎人口　111,774 人（－25）

　男性　 53,819 人（－８）

　女性　 57,955 人（－17）

◎世帯　50,294 世帯（＋12）

　住民基本台帳登録数
　平成28年７月末日現在（前月比）

当番病医院（常時）
０８９７－５８－２２００

災害情報（発生時）
０８９７－５５－５５５１

防災行政無線の内容確認
０８９７－５６－６５９９

　全長23㎝、ヨーロッパ東部、中東、中国東北部で繁殖、

日本にはまれな旅鳥として飛来します。内陸の池沼など淡

水域を主な生息地としており、ヌマアジサシ類に分類され

た、名前のとおり白い翼、黒い腹部の小型のアジサシで

す。西条では氷見蛭子、禎瑞の水を入れた休耕田と加茂川

河口で、過去４回の観察記録があります。

人口のうごき テレホンサービス
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	2016年さいじょう9月号_P28
	2016年さいじょう9月号_P29
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	2016年さいじょう9月号_P31
	2016年さいじょう9月号_P32

